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令和元年度 神戸市学校給食委員会㸦意見のまとめ㸧 

【 概 要 版 】 
 

○小学校・特別支援学校給食に関する検討 

㸯㸬小学校・特別支援学校給食の現状と課題 

㸦㸯㸧給食を通じての食育の推進 

新学⩦指導せ㡿に対応した㣗に㛵する指導の手引きの➨二次改ゞを㋃まえ、

㣗に㛵する指導の全体ィ⏬を活⏝した PDCA サイクルによる検ドシステムの構

⠏➼、⤌⧊ⓗ・ィ⏬ⓗな㣗⫱の推㐍を⾜っていく必せがある。 
 
㸦㸰㸧学校給食の情報発信 

学校⤥㣗の情報Ⓨ信について、SNS ➼のソーシャルメディアの活⏝➼様々な

情報Ⓨ信手段を検ウするべきである。 
 
㸦㸱㸧学校給食の内容の充実 

⤥㣗内容の充実方㔪に基づき、栄㣴㔞の☜保や⚄戸の≉Ⰽある⊩❧を㏻じた

㣗文化の⥅承➼、さらなる学校⤥㣗内容の充実に向けて検ウを⾜う必せがある。 
 
㸦㸲㸧学校給食摂取基準の改正への対応 

平成 30 年㸶月㸯日に学校⤥㣗摂取基準が改正㸦⚄戸市の⊩❧には令和元年 

度より反映㸧され、各㡯┠の数値の変更とマグネシウムの㡯┠が㏣加されてお

り、⊩❧作成において⪃慮する必せがある。令和元年度㸲月から 11月に㛵して、

エネルギーや主せ栄㣴⣲について検ドした⤖果、概ね基準を満たしており、引

き⥆き、基準を満たしつつ㨩力ある⊩❧を検ウしていく必せがある。 
 
㸦㸳㸧消費税率の改定等の影響 

消㈝⛯⋡の改定により、㓇㢮の⛯⋡が 10㸣になる他、㍍減⛯⋡の㐺⏝品┠に

ついても㛵㐃⤒㈝の上昇により㣗材価格に影㡪がでる可⬟性があるが、⌧時Ⅼ

では不㏱明な㒊分も多く、今後の㣗材価格の変動≧況について注どしていく必

せがある。 
 

㸦㸴㸧特別支援学校の給食 

≉別支援学校の⤥㣗については、学校⤥㣗摂取基準の栄㣴価を㋃まえつつ、

㐺正な㔞及びその受┈と㈇担のあり方について、㛗期ⓗな検ウが望まれる。 
 

 㸰㸬給食費に関する検討 

文㒊⛉学┬・学校⤥㣗摂取基準については、⌧在、概ね基準を満たした⤥㣗提

供ができていること、また消㈝⛯⋡の改定に伴う㣗材価格への影㡪については、

不☜定せ⣲が多く、引き⥆き㣗材価格への影㡪を注どすべきというⅬから、⌧時

Ⅼでの⤥㣗㈝の改定は早急であり、引き⥆き検ウを⾜っていく必せがある。 
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○中学校給食に関する検討 

㸯㸬中学校給食の現状と課題 

㸦㸯㸧喫食率の低下 

⊩❧内容の充実など⤥㣗の㨩力化を㐍めるとともに、中学校⤥㣗への⌮ゎの

浸㏱のため、小学校㸴年⏕㸦新中学⏕㸧への中学校⤥㣗体㦂を引き⥆き実施し、

⏦㎸・支払い方法など利便性の㠃でも工夫に取り⤌むなど、㣗⫱を推㐍するほ

Ⅼから、喫㣗⋡の向上に取り⤌む必せがある。 

 

 㸦㸰㸧給食内容 

多様な㣗材を使⏝した≉Ⰽある⊩❧や中学⏕のアイデアメニューの募㞟な 

ど、引き⥆き⊩❧内容の充実に取り⤌むとともに、栄㣴バランスや⾨⏕㠃など

様々な㠃で㓄慮されていることなど中学校⤥㣗のメリットについて✚極ⓗに情

報Ⓨ信していく必せがある。 

 

 㸦㸱㸧牛乳の飲用 

∵乳によって学校⤥㣗に必せな栄㣴価が保たれており、㣧⏝を推奨すべきで

あるが、冬場を中心として多㔞の㣧み残しがⓎ⏕している一方で、家庭弁当の

⏕徒からの∵乳利⏝の希望が多いなど、∵乳に対する嗜好は≉に個人差が大き

く、実態を㋃まえた対応を検ウする必せがある。 

 

 㸦㸲㸧中学生の意識・ニーズ 

中学⏕の心⌮を十分⌮ゎしたうえで、中学校⤥㣗の利⏝に対する中学⏕の意

㆑やニーズについて分析することが求められる。 

 

 㸰㸬アンケート結果を踏まえた㨩力化 

 㸦㸯㸧給食内容の㨩力化 

┦応の⤒㈝を㈇担しても⤥㣗内容の充実を望むという保ㆤ⪅意ぢもあるが、

昨今の≀価上昇や消㈝⛯⋡改定などにより㈇担感を感じている家庭も多い≧況

の中、さらなる㈇担を求めることは中学校⤥㣗の利⏝⋡の低下につながる可⬟

性もある。 

一方、∵乳は㐺切な栄㣴㔞の摂取というほⅬから㣧⏝を推奨すべきあるが、

多㔞の㣧み残しがⓎ⏕している実態や家庭弁当の⏕徒から∵乳利⏝の希望が多

いなど、∵乳に対する嗜好は≉に個人差が大きい。 

中学校⤥㣗の㨩力化を図りつつも、各家庭の≧況やニーズに合わせた⤥㣗制

度とするためには、家庭弁当の⏕徒も∵乳を利⏝できるようにするとともに、

∵乳を希望しない⏕徒には主㣗と副㣗のみの提供とし、∵乳の㈝⏝を別料㔠と

したうえで、その分の㈝⏝を⊩❧内容の充実に活⏝することも方⟇の一つとし

て検ウすることが望ましい。 
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 㸦㸰㸧給食の量への対応 

中学⏕は体格差や㐠動㔞➼の個人差が大きいことから、中学校⤥㣗の㨩力化

の一⎔として⤥㣗の㔞のㄪ整について対応を検ウする必せがある。 

 

 㸦㸱㸧ランチボックスのリニューアル 

⪏⏝年数が到来する⌧在のランチボックスのリニューアルを図り、イメージ

の刷新を早急に⾜うべきである。 

 

 㸦㸲㸧教職員の給食利用 

㣗⫱を推㐍するほⅬから、教⫋員の⤥㣗利⏝を㐍めていくとともに、「⤥㣗は

㣗⫱であり、教⫱である」ことを念㢌に⨨いたうえで、教⫱委員会と学校とが

十分に㐃携を図り、中学校⤥㣗の㨩力化を㐍めていく必せがある。 

 

㸱㸬さらなる㨩力化に向けた検討 

 㸦㸯㸧温かい給食の提供に向けた工夫 

温かい⤥㣗の提供に向けて、保温カートや保温㣗⨁の活⏝など他㒔市での先

⾜事例を参⪃としながら、中学校⤥㣗のさらなる㨩力化に向けた工夫を検ウす

る必せがある。 

 

 㸦㸰㸧実施方式 

まずは⌧⾜方式の㨩力化を早急に㐍める必せがあるが、他㒔市の実施≧況を

㋃まえ、中㛗期ⓗなほⅬから、全員喫㣗の検ウと合わせて望ましい実施方式に

ついて検ド・検ウが必せである。 

 

 㸦㸱㸧全員喫食 

⌧在、全員喫㣗を基本としながら、家庭弁当の持参をㄆめているが、㣗⫱を

推㐍するほⅬから、⌧在の㐠⏝を改め、全員喫㣗とするのか、望ましい実施方

式と合わせて検ウが必せである。 



 
 
 

 

 

令和元年度 ⚄戸市学ᰯ⤥㣗委員会 

㸦意ぢのまとめ㸧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 11 ᭶ 
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㸺┠   ḟ㸼 

 

○小学ᰯ・≉別ᨭ᥼学ᰯ⤥㣗に㛵する᳨ウ 

㸯㸬小学ᰯ・≉別ᨭ᥼学ᰯ⤥㣗の⌧≧とㄢ㢟・・・・・・・・・・・・・・・・・㸯 

㸰㸬⤥㣗㈝に㛵する᳨ウ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸱 

 

○中学ᰯ⤥㣗に㛵する᳨ウ 

㸯㸬中学ᰯ⤥㣗の⌧≧とㄢ㢟・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸳 

㸰㸬アンケート⤖ᯝを㋃まえた㨩力化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸴 

㸱㸬さらなる㨩力化に向けた᳨ウ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸶 

 

 

㸺参⪃㈨ᩱ㸼 

Ⅰ㸬⚄戸市学ᰯ⤥㣗のᴫせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸯㸮 

Ⅱ㸬㣗⫱の推㐍及び学ᰯ⤥㣗の取り⤌み・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸯㸱 

Ⅲ㸬小学ᰯ・≉別ᨭ᥼学ᰯ⤥㣗の⌧≧とㄢ㢟・・・・・・・・・・・・・・・・㸯㸳 

Ⅳ㸬他㒔市の小学ᰯ⤥㣗㈝の≧ἣ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸰㸯 

Ⅵ㸬中学ᰯ⤥㣗の⌧≧とㄢ㢟・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸰㸰 

Ⅶ㸬᪂ランチボックス㸦イメージ㸧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸰㸷 

Ⅷ㸬中学ᰯ⤥㣗に㛵するアンケート⤖ᯝ㸦今後の㨩力化に㛵するタ問㸧 ・・・㸱㸮 

Ⅸ㸬アンケート⤖ᯝ・㨩力化に向けた᳨ウ㡯┠㸦᱌㸧  ・・・・・・・・・・・㸱㸯 

Ⅹ㸬中学ᰯ⤥㣗の㨩力化に向けた⤥㣗内容の充実㸦᱌㸧と必せ⤒㈝・・・・・・㸱㸰 

Ⅺ㸬中学ᰯ⤥㣗の㨩力化に向けた⤥㣗内容の充実㸦᱌㸧と必せ⤒㈝のシミュレーション・・㸱㸱 

Ⅻ㸬中学ᰯ⤥㣗における∵乳のᥦ供・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸱㸲 

XIII㸬ᨻ令指定㒔市の中学ᰯ⤥㣗の実᪋≧ἣ・・・・・・・・・・・・・・・・・㸱㸳 

○  ⚄戸市学ᰯ⤥㣗委員会委員名⡙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸱㸴 

○  ⚄戸市学ᰯ⤥㣗委員会実᪋せ⥘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸱㸵 

○  ⚄戸市学ᰯ⤥㣗委員会の᳨ウ⤒㐣・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸱㸷 
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小学ᰯ・≉別ᨭ᥼学ᰯ⤥㣗に㛵する᳨ウ 

㸯㸬小学ᰯ・≉別ᨭ᥼学ᰯ⤥㣗の⌧≧とㄢ㢟 
 
㸦㸯㸧⤥㣗を㏻じての㣗⫱の推㐍 

᪂学⩦指導せ㡿に対応した㣗に㛵する指導の手引きの➨二ḟᨵゞを㋃まえ、㣗に㛵す

る指導の全体ィ⏬をά⏝した PDCAサイクルによる᳨ドシステムのᵓ⠏➼、⤌⧊ⓗ・ィ⏬

ⓗな㣗⫱の推㐍を⾜っていく必せがある。 
  

㹙委員意ぢ㹛 

・小学ᰯ・≉別支援学ᰯにおいて、「㣗⫱推㐍委員会」をタ⨨し、「㣗に㛵する指導の全体ィ⏬」を⟇

定していくということだが、㡯┠それぞれができているかどうかというのをㄡがどうホ価するのか。 
・PDCAサイクルがうまくまわるような仕⤌みのᵓ⠏が必せではないか。 

・⤥㣗時㛫では、グループにして子供㐩がヰをする時㛫を作ったりするのはいいことである。時㛫を

守ることも必せである。 

・㣗に対する㛵心のでるクイズを子供㐩のά動の中で提供したりして㐣ごしているので、子供㐩は⤥

㣗に㛵しては‶㊊している。 

・ご㣤を完㣗に㏆づけていく、というのは教員の学⣭⤒営に㠀常に大きく影㡪するもので、㣗べなさ

いとゝって㣗べられるものではないし、↓⌮強いするものではない。 

・㞺囲Ẽのいいクラスは⤥㣗を㣗べる。これは明らかである。 

・㛗い┠でみて小学ᰯの場合はとにかく㣗べることはᴦしいなって、⨾味しいなと感じさせるのがとて

も大事な一␒のせ⣲である。 

 

 

㸦㸰㸧学ᰯ⤥㣗の情報Ⓨ信 

学ᰯ⤥㣗の情報Ⓨ信について、SNS ➼のソーシャルメディアのά⏝➼ᵝ々な情報Ⓨ信

手ẁを᳨ウするべきである。 
  

㹙委員意ぢ㹛 

・ソーシャルメディアは少し怖いところがあり㞴しいところだが、᭱㏆SNSは大学⏕のぶでも普㏻に使

っており、年㱋が上がってきた方も使いこなすようになってきている。強力な情報Ⓨ信力ということ

は否めないところなので、どこかのタイミングで使ってほしい。 

・⤥㣗レシピᮏがでるとのことだが、Ⓨ⾜㒊数3,000㒊、学ᰯ図書㤋へ㸯㒊ずつ提供というのは少ない。 

 

 

㸦㸱㸧学ᰯ⤥㣗の内容の充実 

⤥㣗内容の充実᪉㔪に基づき、ᰤ㣴㔞の☜保や⚄戸の≉Ⰽある⊩❧を㏻じた㣗ᩥ化の 

⥅承➼、さらなる学ᰯ⤥㣗内容の充実に向けて᳨ウを⾜う必せがある。 
  

㹙委員意ぢ㹛 

・小学ᰯの思い出を友人とㄒったり、学⏕とヰをしていて⤯対にヰ㢟になるのが、⤥㣗のことである。 

・小学ᰯの⤥㣗だとグ憶にṧっているので、そこで⾜事㣗をたくさん出すことができると、想いがどん
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どんつながっていくのではないか。 

・子供はあまり┠新しいものだとびっくりする。子供は定␒の↝きそばだとか、人Ẽメニューがでてく

ると㣗は㐍む。 

・㛗年⤥㣗を㣗べ⥆けているが、一時お㇋ばっかりのときがあった。᭱㏆はすごくレシピを工夫され

て、しかもⰍんな意味を㎸めているので、ᮏ当に㉁はあがっている。 

・例えばふりかけがあると、ご㣤が㐍む。パンであれば、⡿⢊パンであったりとか、ジャムであった

りとかがあると、㏻常のときより㣗べている。 

・ご㣤に㛵してはふりかけ、佃↻は大きい。児❺は上手に使って㣗べている。 

  ・ᮏ当に日㡭からおいしい⤥㣗を作っていただいて感ㅰしかない。 

・小学ᰯの⤥㣗ヨ㣗会で実㝿に⤥㣗を㣗べて、ほんとにこんなおいしいものを子供㐩が㣗べられて、

うれしい㝈りだなとᮏ当に感ㅰしている。 

  ・小学ᰯ⤥㣗は、ᮏ当に子供㐩は喜んで㣗べている。≉にアイスクリームはかなり人Ẽがある。 

・⤥㣗㈝も上がって内容も充実したので、今の≧ἣをこのまま工夫して⥔持してもらえれば᭷り㞴 

い。 

  ・保ㆤ⪅➼にも㠀常に好ホである。だいたい年㸯回保ㆤ⪅代⾲にヨ㣗会を⾜っているが、᭱㏆は学ᰯ

ホ㆟員の方々にも⤥㣗を㣗べていただいて、子供が⤥㣗を㣗べているᵝ子をぢてもらったりすると、

「ああ⚾㐩の時代とは㐪いますね。」「すごく⤥㣗って㐍んでいますね。」「いろどりもいいです

ね。」とゝわれる。 

 

 

㸦㸲㸧学ᰯ⤥㣗ᦤ取基‽のᨵṇへの対応 

平成 30年㸶᭶㸯᪥に学ᰯ⤥㣗ᦤ取基‽がᨵṇ㸦⚄戸市の⊩❧には令和元年度より反ᫎ㸧

され、各㡯┠のᩘ値の変᭦とマグネシウムの㡯┠が㏣加されており、⊩❧作成において

⪃慮する必せがある。令和元年度㸲᭶から 11᭶に㛵して、エネルギーや主せᰤ㣴⣲につ

いて᳨ドした⤖ᯝ、ᴫね基‽を‶たしており、引き⥆き、基‽を‶たしつつ㨩力ある⊩

❧を᳨ウしていく必せがある。 
  

㹙委員意ぢ㹛 

・小さい㡭、わかめご㣤とかがよく出て、おいしいなと思ったので、そういう工夫ならᰤ㣴価もとれ

て子供㐩も喜んでたくさん㣗べてくれる。 

・㕲分は基‽を‶たしにくいというヰがẼになっている。⚄戸市の小学ᰯ⤥㣗を作るときに、⅕いてい

るお㘠が例えば㕲㘠であれば、もしかしたらもっと㕲分がとれている可⬟性があるのではないか。 

・摂取基‽と実⦼の⾲をもし保ㆤ⪅や子供㐩がぢたときに、保ㆤ⪅の方々は分からないと思う。五ẁ㝵

ホ価、ABCホ価など、そういう⾲グにしたほうが分かりやすいのではないか。 

・これ以上もし⤥㣗㈝の値上げをしないとなると、おかずの㔞がῶってしまうのではないかと危惧して

いる。また、おかずがῶった時にご㣤を㣗べなくなることを懸念している。 

 

 

㸦㸳㸧ᾘ㈝⛯⋡のᨵ定➼の影㡪 

ᾘ㈝⛯⋡のᨵ定により、㓇㢮の⛯⋡が 10㸣になる他、㍍ῶ⛯⋡の㐺⏝品┠についても

㛵㐃⤒㈝の上᪼により㣗ᮦ価᱁に影㡪がでる可⬟性があるが、⌧᫬Ⅼでは不㏱᫂な㒊分

も多く、今後の㣗ᮦ価᱁の変動≧ἣについてὀどしていく必せがある。  
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㹙委員意ぢ㹛 

・㔝⳯は㍍ῶ⛯⋡が㐺⏝されて⛯⋡は㸶㸣のままだということだが、例えば㸯᮰100円のほうれんそう

は、⤒㈝の上昇によりスーパーに並ぶ時Ⅼで100円ではないのではないか。 

・今後もᾘ㈝⛯➼のコストに係る㒊分で値上げも⪃えていかないといけないところ、余⿱のない≧態

で、ᰤ㣴㠃においても下回っているという≧態でコストとᰤ㣴㠃が定められているという㒊分にお

いて、もう少し値ẁⓗな㒊分で余⿱を持って⊩❧を⪃えられるような≧ἣにしたほうがよい。 

 

 

㸦㸴㸧≉別ᨭ᥼学ᰯの⤥㣗 

≉別ᨭ᥼学ᰯの⤥㣗については、学ᰯ⤥㣗ᦤ取基‽のᰤ㣴価を㋃まえつつ、㐺ṇな㔞

及びその受┈と㈇担のあり᪉について、㛗ᮇⓗな᳨ウがᮃまれる。 
  

㹙委員意ぢ㹛 

・⤥㣗は単にᰤ㣴価を☜保しているということではなくて、㣗べる⾜Ⅽによって摂㣗指導ということで

ゝㄒコミュニケーション、ㄆ▱⬟力も上がる。単に㣗べるということではなく、ᮏ当に教⫱効ᯝの㧗

いものだとご⌮ゎいただきたい。 

・≉別支援学ᰯの児❺・⏕徒が増えており、≉に㧗➼㒊の⏕徒が増えていく⌧≧はṑṆめがかかってい

ないので、そう⪃えると、㸯㣗あたりの⤒㈝㈇担というのは、子供㐩にあったものにしていくのもや

むをえないかなと⪃えている。 

・≉別支援学ᰯの保ㆤ⪅の方々は地域の子供㐩と同じものを㣗べさせたいという強い想いがあって、≉

別支援学ᰯでの⤥㣗を㠀常に強く㢪われている。 

・ハンディキャップのある人に対する支援のあり方というのも教⫱の一つであり、他の児❺にもいい影

㡪を与えるものである。 

・≉別支援学ᰯの⤥㣗についてはご意ぢもいただいたが、慎㔜に取り扱っていくことにしていただきた

いというḟ➨である。 

 

 

㸰㸬⤥㣗㈝に㛵する᳨ウ 

ᩥ㒊⛉学┬・学ᰯ⤥㣗ᦤ取基‽については、⌧在、ᴫね基‽を‶たした⤥㣗ᥦ供がで

きていること、またᾘ㈝⛯⋡のᨵ定に伴う㣗ᮦ価᱁への影㡪については、不☜定せ⣲が

多く、引き⥆き㣗ᮦ価᱁への影㡪をὀどすべきというⅬから、⌧᫬Ⅼでの⤥㣗㈝のᨵ定

は᪩急であり、引き⥆き᳨ウを⾜っていく必せがある。 
  

㹙委員意ぢ㹛 

・㔝⳯は㍍ῶ⛯⋡が㐺⏝されて⛯⋡は㸶㸣のままだということだが、例えば㸯᮰100円のほうれんそう

は、⤒㈝の上昇によりスーパーに並ぶ時Ⅼで100円ではないのではないか。㸦再掲㸧 

・これ以上もし⤥㣗㈝の値上げをしないとなると、おかずの㔞がῶってしまうのではないかと危惧して

いる。また、おかずがῶった時にご㣤を㣗べなくなることを懸念している。㸦再掲㸧 

・今後もᾘ㈝⛯➼のコストに係る㒊分で値上げも⪃えていかないといけないところ、余⿱のない≧態で

ᰤ㣴㠃においても下回っているという≧態でコストとᰤ㣴㠃が定められているという㒊分において、

もう少し値ẁⓗな㒊分で余⿱を持って⊩❧を⪃えられるような≧ἣにしたほうがよい。㸦再掲㸧 

・㛗年、⤥㣗を㣗べ⥆けているが、一時お㇋ばっかりのときがあった。᭱㏆はすごくレシピを工夫され

て、しかもⰍんな意味を㎸めてされているので、ᮏ当に㉁はあがっている。㸦再掲㸧 
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・保ㆤ⪅➼にも㠀常に好ホである。だいたい年㸯回保ㆤ⪅代⾲にヨ㣗会を⾜っているが、᭱ ㏆は学ᰯホ

㆟員の方々にも⤥㣗を㣗べていただいて、子供が⤥㣗を㣗べているᵝ子をぢてもらったりすると、「あ

あ⚾㐩の時代とは㐪いますね。」「すごく⤥㣗って㐍んでいますね。」「いろどりもいいですね。」

とゝわれる。㸦再掲㸧 

・⤥㣗㈝も上がって内容も充実したので、今の≧ἣをこのまま工夫して⥔持してもらえれば᭷り㞴い。 

㸦再掲㸧 

・⤥㣗㈝の改定については、事務局よりㄝ明のあった摂取基‽を分ᯒすると、⌧在一定基‽を‶たし

た⤥㣗提供が出᮶ていることや、ᾘ㈝⛯⋡の改定に伴う㣗ᮦ価᱁への影㡪については、不☜定せ⣲

が多い中この問㢟を審㆟するのはいささか早急なことである。 
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中学ᰯ⤥㣗に㛵する᳨ウ 

㸯㸬中学ᰯ⤥㣗の⌧≧とㄢ㢟 
 
 㸦㸯㸧喫㣗⋡の低下 

⊩❧内容の充実など⤥㣗の㨩力化を㐍めるとともに、中学ᰯ⤥㣗への⌮ゎのᾐ㏱のた

め、小学ᰯ㸴年⏕㸦᪂中学⏕㸧への中学ᰯ⤥㣗体㦂を引き⥆き実᪋し、⏦㎸・ᨭ払い᪉

ἲなど利便性の㠃でも工夫に取り⤌むなど、㣗⫱を推㐍するほⅬから、喫㣗⋡の向上に

取り⤌む必せがある。 
  

㹙委員意ぢ㹛 

・中学ᰯ⤥㣗を㣗べたが、味は悪くなかったのでイメージの悪さが先⾜していると感じた。 

  ・家庭弁当も⤥㣗と同じように かくないはずだが、なぜ⤥㣗の利⏝⋡が低下するのか␲問である。 

  ・喫㣗⋡の向上が㠀常に大きなㄢ㢟となっているが、小学ᰯ㸴年⏕向けの中学ᰯ⤥㣗ヨ㣗体㦂などは㠀

常に᭷効だと思う。 

・やはり中学⏕になる前の早いẁ㝵で中学ᰯ⤥㣗がおいしいということを⌮ゎしてもらうことが一␒ 

効ᯝⓗだと思う。引き⥆き、できるだけ多くの小学ᰯで中学ᰯ⤥㣗体㦂ができるようㄪ整してほしい。 

  ・⚄戸市の⤥㣗がᰤ㣴バランスや⾨⏕㠃などⰍ々㓄慮されていて、メリットがある⣲晴らしいもので

あることを✚ᴟⓗに情報Ⓨ信していくことが㔜せではないか。 
  ・⊩❧内容の充実など⤥㣗の㨩力化を㐍めることが必せである。 

  ・保ㆤ⪅からは支払い方ἲが㠃倒だと⪺くので、利便性の㠃で工夫が必せではないか。 

  ・⌧在の㸯ヶ᭶単位ではなく、㸯㐌㛫ẖなどで⏦し㎸みができれば、⤥㣗を利⏝するᶵ会が増えるので

はないか。 

・喫㣗⋡というㄢ㢟もあるが、⩏務教⫱ᮇ㛫を㏻じた㣗⫱の推㐍を図る意味でも、学ᰯ⌧場の協力も得

ながら、中学⏕への㣗⫱を㐍めていくことが㔜せである。 
 
 

㸦㸰㸧⤥㣗内容 

多ᵝな㣗ᮦを使⏝した≉Ⰽある⊩❧や中学⏕のアイデアメニューの募㞟など、引き⥆

き⊩❧内容の充実に取り⤌むとともに、ᰤ㣴バランスや⾨⏕㠃などᵝ々な㠃で㓄慮され

ていることなど中学ᰯ⤥㣗のメリットについて✚ᴟⓗに情報Ⓨ信していく必せがある。 
  

㹙委員意ぢ㹛 

  ・ᰤ㣴バランスが㠀常にとれているというのが学ᰯ⤥㣗の一␒のメリットである。 

  ・ᰤ㣴価も㠀常に㧗く、㸯㣗 300円でẖ日多くの㣗ᮦを使い、Ⰽ々な≉Ⰽある⊩❧を⪃えていただい

ている。同ᵝのものは家庭弁当では作ることはできない。 

  ・中学⏕のアイデアメニューの募㞟は、⏕徒が⪃᱌したメニューが実㝿に⤥㣗の⊩❧として採⏝され

るため、学ᰯとしてはアピールがしやすい。 
  ・中学ᰯ⤥㣗のスタート時Ⅼでは、デリバリー方式でỒ≀がつくのが一つの売りだったが、提供回数

がῶってしまっている。 
  ・子どもたちがẖ日㣗べていると、ご㣤は かいが、おかずが冷たいと感じてしまう。 

  ・冷たくてもおいしいと感じる⊩❧をもっと増やした方がⰋいのではないか。 
  ・⚄戸市の⤥㣗がᰤ㣴バランスや⾨⏕㠃などⰍ々㓄慮されていて、メリットがある⣲晴らしいもので

あることを✚ᴟⓗに情報Ⓨ信していくことが㔜せではないか。㸦再掲㸧 
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㸦㸱㸧∵乳の㣧⏝ 

∵乳によって学ᰯ⤥㣗に必せなᰤ㣴価が保たれており、㣧⏝を推奨すべきであるが、

冬場を中心として多㔞の㣧みṧしがⓎ⏕している一᪉で、家庭弁当の⏕徒からの∵乳利

⏝の希ᮃが多いなど、∵乳に対する嗜好は≉に個人差が大きく、実態を㋃まえた対応を

᳨ウする必せがある。 
  

㹙委員意ぢ㹛 

 ・主㣗・∵乳の価᱁の上昇に伴い、副㣗の価᱁がⴠちているとのことだが、実態としては∵乳をṧし

ている⏕徒が多いと⪺く。㣧みṧしの∵乳を捨ててしまうのは㠀常にもったいないと感じており、

∵乳の㈝⏝を副㣗に使⏝し、おかずを充実させる方が⏕徒は喜ぶのではないか。 
  ・≉に冬場は多㔞の㣧みṧしがⓎ⏕してしまっている。 
  ・∵乳だけ㣧みたいという家庭弁当の⏕徒も多い。 
  ・∵乳によって学ᰯ⤥㣗に必せなᰤ㣴価が保たれており、㣧⏝を推奨すべきである。 
 

 

㸦㸲㸧中学⏕の意㆑・ニーズ 

中学⏕の心⌮を十分⌮ゎしたうえで、中学ᰯ⤥㣗の利⏝に対する中学⏕の意㆑やニー

ズについて分ᯒすることがồめられる。 
  

㹙委員意ぢ㹛 

  ・中学⏕の「おいしくない」という意ぢは、「 かくない」から「おいしくない」のか、それとも味付

けの問㢟なのか、嫌いなものが入っているから嫌なのか、捉え方が㞴しい。 
  ・中学⏕はモラルが⫱ってきており、「ⱞ手なものを㣗べたくない」、「好きなものが㣗べたい」という

⌮⏤はゝいにくいが、「冷たい」、「おいしくない」は⌮⏤としてゝいやすい。「先㍮からのホ判」と

いうのも、子ども同士の㞟団心⌮が影㡪している㒊分もあるのではないか。 
  ・ⱞ手なものが入っていることが「おいしくない」という⾲⌧になってしまう。 
  ・ご㣤が かい分、おかずが冷たく感じることはあるが、⏕徒の心⌮として、「冷たいから」、「おいし

くないから」ではなく、ᮏ当は「家庭弁当がⰋいから」⤥㣗を㣗べないのではないかと思う。 
  ・中学⏕であれば、実㝿の⤥㣗がどういったὶれで提供されているのかを⌮ゎすることができる。例

えば、㞧⳦が⦾Ṫしやすい 度は何度くらいかなどを伝えることも中学⏕の学びにつながっていく

のではないか。 
 

 

㸰㸬アンケート⤖ᯝを㋃まえた㨩力化 
 
㸦㸯㸧⤥㣗内容の㨩力化 

┦応の⤒㈝を㈇担しても⤥㣗内容の充実をᮃむという保ㆤ⪅意ぢもあるが、᫖今の≀

価上᪼やᾘ㈝⛯⋡ᨵ定などにより㈇担感を感じている家庭も多い≧ἣの中、さらなる㈇

担をồめることは中学ᰯ⤥㣗の利⏝⋡の低下につながる可⬟性もある。 

一᪉、∵乳は㐺切なᰤ㣴㔞のᦤ取というほⅬから㣧⏝を推奨すべきあるが、多㔞の㣧

みṧしがⓎ⏕している実態や家庭弁当の⏕徒から∵乳利⏝の希ᮃが多いなど、∵乳に対

する嗜好は≉に個人差が大きい。 

中学ᰯ⤥㣗の㨩力化を図りつつも、各家庭の≧ἣやニーズに合わせた⤥㣗制度とする

ためには、家庭弁当の⏕徒も∵乳を利⏝できるようにするとともに、∵乳を希ᮃしない

⏕徒には主㣗と副㣗のみのᥦ供とし、∵乳の㈝⏝を別ᩱ㔠としたうえで、その分の㈝⏝

を⊩❧内容の充実にά⏝することも᪉⟇の一つとして᳨ウすることがᮃましい。 
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㹙委員意ぢ㹛 

  ・主㣗・∵乳の価᱁の上昇に伴い、副㣗の価᱁がⴠちているとのことだが、実態としては∵乳をṧし

ている⏕徒が多いと⪺く。㣧みṧしの∵乳を捨ててしまうのは㠀常にもったいないと感じており、

∵乳の㈝⏝を副㣗に使⏝し、おかずを充実させる方が⏕徒は喜ぶのではないか。㸦再掲㸧 
  ・∵乳を切り㞳して、その分おかずを充実させることができれば、⊩❧内容を充実することができる

のではないか。 
  ・他㒔市の例を参⪃に∵乳を㑅択制と割り切るのも⪃え方としてはあり得るのではないか。 
  ・ᰤ㣴価の㠃でㄢ㢟はあるが、家庭でも∵乳を㣧んでいる⏕徒も多くいるため、∵乳分の㈝⏝を㑅択制

にして⊩❧内容を充実する方がᮃましい。 
 
㸺⊩❧内容の充実㸼 

 ・アンケート⤖ᯝにおいて⏕徒と保ㆤ⪅の意ぢに差␗がある回⟅については⏕徒の意ぢを尊㔜すべき

である。 
  ・㣗べる主役である子どもたちの希ᮃは優先ⓗに改善すべきである。 
  ・⤥㣗㈝に㛵わることだが、㨩力化に向けてできるものは全て実施することがᮃましい。 
  ・㣗ᮦ㈝は㍍ῶ⛯⋡の対㇟として㸶㸣が㐺⏝されるが、実㝿には㓄㏦料や人件㈝なども含めてᾘ㈝⛯

⋡の改定の影㡪が反映される。⤥㣗㈝が上がらない中で㨩力化の実施は㞴しいのではないか。 
  ・学ᰯ⤥㣗の主役は子どもたちであり、⚄戸のᮍ᮶を担う中学⏕の成㛗という大きな役┠を中学ᰯ⤥

㣗は⫼㈇っている。スピード感をもって中学ᰯ⤥㣗の㨩力化を⾜うことが必せである。 
  ・レトルトは⏕徒に人Ẽがあるので、回数が増えるのはⰋいと思う。 
  ・アンケートではレトルトの✀㢮を増やしてほしいという声もあるので、クリームシチューやビーフ

カレーといった新〇品など かいレトルトメニューを冬場に提供してはどうか。㸦再掲㸧 
 
㸺∵乳のᥦ供㸼 

  ・他㒔市の例を参⪃に∵乳を㑅択制と割り切るのも⪃え方としてはあり得るのではないか。㸦再掲㸧 
  ・≉に冬場は多㔞の㣧みṧしがⓎ⏕してしまっている。㸦再掲㸧 

・∵乳の㣧⏝は希ᮃ制にした方がよい。 
  ・⤥㣗で∵乳を㣧まない場合、家庭でのカルシウム摂取が必せとなるため、各家庭に対する働きかけ

が必せである。 
  ・家庭弁当の⏕徒も∵乳を㣧めるようにする方がᮃましい。 
  ・ᰤ㣴価の㠃でㄢ㢟はあるが、家庭でも∵乳を㣧んでいる⏕徒も多くいるため、∵乳分の㈝⏝を㑅択

制にして⊩❧内容を充実する方がᮃましい。㸦再掲㸧 
  ・∵乳を㣧まなくていいということになれば、⚄戸市としてカルシウムの摂取㔞が不㊊していてもⰋ

いとㄆめることになる。 
  ・∵乳によって学ᰯ⤥㣗に必せなᰤ㣴価が保たれており、原則は㣧⏝を推奨すべきである。 
 
㸺モデルケースによる必せ⤒㈝のシミュレーション㸼 

  ・これまでの㣗ᮦ㈝の価᱁上昇の≧ἣをぢても、価᱁上昇への対応を㋃まえたシミュレーション᱌が

妥当である。 
  ・≀価上昇の影㡪が㣗ᮦ㈝を圧㏕しており、⤥㣗㈝の改定は必せであるが、仮に⾜うとしても 340㹼

350円⛬度までにすべきではないか。 

  ・アンケートで希ᮃの多かった㡯┠を実⌧するためであれば、⤥㣗㈝がある⛬度㧗くても⣡得できる

のではないか。 

  ・仮に⤥㣗㈝改定を⾜った場合でも、⚄戸市の㈇担が増えることになるが、これまで㏻り⏕ά保ㆤ世

帯や就学援助世帯には⤥㣗㈝の全㢠⿵助を⾜うべきである。 
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㸦㸰㸧⤥㣗の㔞への対応 

中学⏕は体᱁差や㐠動㔞➼の個人差が大きいことから、中学ᰯ⤥㣗の㨩力化の一⎔と

して⤥㣗の㔞のㄪᩚについて対応を᳨ウする必せがある。 
  

㹙委員意ぢ㹛 

  ・⤥㣗はᰤ㣴㠃でㄪ整しているので㞴しいかもしれないが、中学⏕は体᱁差・㐠動㔞➼で必せな㔞に

個人差が出る。⤥㣗の㔞への対応を᳨ウすべきである。 
  ・多めに㣗べたい⏕徒が㸰個㣗べられるようなランチボックスのサイズにする方ἲもある。 
  ・㔞が多いと感じる場合はṧすことができるが、㊊りない場合は家から持参する必せがある。 
 ・寝屋川市の事例㸦主⳯のみを保 㣗⨁で㓄㏦する方式㸧は全員喫㣗が前提である。⤥㣗の⏕徒とそ

うでない⏕徒がΰ在している今の≧ἣでは㓄⮃➼の対応が㞴しいと思うが、おかずの㔞もㄪ整でき

るので、᳨ウすべきである。 
 
 
㸦㸱㸧ランチボックスのリニューアル 

⪏⏝年ᩘが到᮶する⌧在のランチボックスのリニューアルを図り、イメージの刷᪂を

᪩急に⾜うべきである。 
  

㹙委員意ぢ㹛 

  ・⌧在のオレンジⰍのランチボックスは㣗ᮦが映えないなどのㄢ㢟があるため、Ⰽを変えてイメージ

の刷新を早急に⾜うべきである。 
  ・新しいランチボックスのヰ㢟性も含め、⤥㣗の提供にあたって、子どもたちにいかにᴦしい時㛫を

シェアしてあげるᶵ会を作ってあげられるかが大事である。 
  ・」数Ⰽを採⏝した新ランチボックスの導入にあたっては、Ⰽへのこだわりを持つ⏕徒への㓄慮など

学ᰯ⌧場の実態を㋃まえた対応も᳨ウすべきではないか。 
 
 
㸦㸲㸧ᩍ⫋員の⤥㣗利⏝ 

㣗⫱を推㐍するほⅬから、ᩍ⫋員の⤥㣗利⏝を㐍めていくとともに、「⤥㣗は㣗⫱であ

り、ᩍ⫱である」ことを念㢌に⨨いたうえで、ᩍ⫱委員会と学ᰯとが十分に㐃ᦠを図り、

中学ᰯ⤥㣗の㨩力化を㐍めていく必せがある。 
  

㹙委員意ぢ㹛 

  ・小学ᰯと同ᵝに、中学ᰯにおいても教員と協力のうえ㣗⫱に取り⤌む必せがある。 
  ・教⫋員への⤥㣗利⏝に㛵するアンケートの⤖ᯝを㋃まえ、昼㣗時㛫の実態を把握したうえで、㣗⫱

を推㐍するほⅬから教⫋員の⤥㣗利⏝を㐍めていくことがᮃましい。 
・「⤥㣗は㣗⫱であり、教⫱である」ということを念㢌に⨨いたうえで、教⫱委員会と学ᰯとが十分に

㐃携を図り、中学ᰯ⤥㣗の㨩力化を㐍めていくことが㔜せである。 
・⤥㣗を「㣗⫱の⏕きた教ᮦ」として、⩏務教⫱ᮇ㛫を㏻じた㣗⫱の推㐍を図るためには、外㒊人ᮦ

のά⏝など制度ⓗな㠃も含めた対応を᳨ウすることが必せではないか。 
 
 
㸱㸬さらなる㨩力化に向けた᳨ウ 
 
㸦㸯㸧 かい⤥㣗のᥦ供に向けた工夫 

 かい⤥㣗のᥦ供に向けて、保 カートや保 㣗⨁のά⏝など他㒔市での先⾜事例を

参⪃としながら、中学ᰯ⤥㣗のさらなる㨩力化に向けた工夫を᳨ウする必せがある。 
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㹙委員意ぢ㹛 

  ・主⳯のみを保 㣗⨁で㓄㏦する方式を取り入れた寝屋川市のように、おかずを かくすれば匂いが

出て⏕徒も㣗ḧがἛく。⚄戸市のつᶍで実⌧可⬟か不明だが᳨ウすべきである。 
 ・寝屋川市の事例は全員喫㣗が前提である。⤥㣗の⏕徒とそうでない⏕徒がΰ在している今の≧ἣで

は㓄⮃➼の対応が㞴しいと思うが、おかずの㔞もㄪ整できるので、᳨ウすべきである。㸦再掲㸧 
  ・技⾡㠉新がある中でコストダウンしているところも♧す必せがあると思うが、他㒔市でά⏝してい

る保 カートの導入、小中学ᰯが同一敷地にある学ᰯや㞄接ᰯでのぶ子方式の実施など、初ᮇ投㈨

が必せなことでも、効ᯝがあれば㈝⏝がⓎ⏕しても市Ẹ⌮ゎを得られるのではないか。 
 
 

㸦㸰㸧実᪋᪉式 

まずは⌧⾜᪉式の㨩力化を᪩急に㐍める必せがあるが、他㒔市の実᪋≧ἣを㋃まえ、

中㛗ᮇⓗなほⅬから、全員喫㣗の᳨ウと合わせてᮃましい実᪋᪉式について᳨ド・᳨ウ

が必せである。   
㹙委員意ぢ㹛 

 ・中㛗ᮇⓗなほⅬから⌧在の実施方式でいいのか㆟ㄽする必せがある。 
 ・他㒔市で他の方式に⛣⾜している⮬἞体をぢたところ、うまく⛣⾜できているところは全員喫㣗が

前提となっている。 
  ・他㒔市の実施≧ἣをぢて、実施方式の切り᭰えも⪃えられないわけではないが、一つ一つできるこ

とを✚み㔜ね、何が効ᯝⓗだったのか、㒔度の変数をぢて効ᯝを᳨ドしていく方がⰋい。 
  ・大㜰市がデリバリー方式を改め、⮬ᰯㄪ⌮方式・ぶ子方式を導入して全員喫㣗に切り᭰えるなど、

実施方式そのもののぢ┤しも他㒔市では㉳こっている。中㛗ᮇⓗに⪃えて、どういった方式がⰋい

のか᳨ドしていく必せがある。 
  ・実施方式のぢ┤しには多㢠の㈈政㈇担もセットのヰなので、まずは⌧⾜方式をどう㨩力化していく

のかを早急に㐍めていく必せがある。 
  ・Ⰽ々な方式があるが、それぞれメリット・デメリットがある。 
  ・技⾡㠉新がある中でコストダウンしているところも♧す必せがあると思うが、他㒔市でά⏝してい

る保 カートの導入、小中学ᰯが同一敷地にある学ᰯや㞄接ᰯでのぶ子方式の実施など、初ᮇ投㈨

が必せなことでも、効ᯝがあれば㈝⏝がⓎ⏕しても市Ẹ⌮ゎを得られるのではないか。㸦再掲㸧 
 
 
㸦㸱㸧全員喫㣗 

⌧在、全員喫㣗を基ᮏとしながら、家庭弁当の持参をㄆめているが、㣗⫱を推㐍する

ほⅬから、⌧在の㐠⏝をᨵめ、全員喫㣗とするのか、ᮃましい実᪋᪉式と合わせて᳨ウ

が必せである。 
  

㹙委員意ぢ㹛 

 ・多ᵝ性の時代の中で全員喫㣗がᮏ当にᮃましいのか、例外をㄆめるべきなのか␲問もあり、実施方

式のぢ┤しには⇍度が↻ワまっていないのではないか。 
  ・全員喫㣗か㑅択制のどちらがⰋいのかについては、どうあるべきかの市としての⌮念をはっきりさ

せる必せがあるのではないか。 

  ・喫㣗⋡が 30㸣⛬度のため、いきなり全ᰯでの全員喫㣗を実施するのは㞴しいと思うので、例えばモ

デルᰯで実施したうえで全市展㛤に向けた᳨ドを⾜ってはどうか。 

  ・学ᰯ⤥㣗は㣗⫱であり、教⫱である㝈りは全員に➼しく受けてもらうべきというほⅬからすると、

全員喫㣗がᮃましいと⪃えられる。 
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㸺参⪃㈨ᩱ㸼 
 

Ⅰ㸬⚄戸市学ᰯ⤥㣗のᴫせ 

 

㸯㸬学ᰯ⤥㣗と㛵係ἲ➼ 

学ᰯ⤥㣗は、学ᰯ⤥㣗の普及充実及び学ᰯにおける㣗⫱の推㐍を図ることを┠

ⓗとする「学ᰯ⤥㣗ἲ」に基づいて実施している。 

 

 【学ᰯ⤥㣗とἲ律の㛵係】 

ᰯ ✀ ⤥㣗㛵係のἲ 就学援助㛵係のἲ➼ 

小・中学ᰯ 

学ᰯ⤥㣗ἲ㸦S29㸧 

⇒㣗⫱、⾨⏕⟶⌮の充実➼のために平成

20年度に大幅改ṇ。21年度より施⾜ 

学ᰯ⤥㣗ἲ 

学 

ᰯ 

教 

⫱ 

ἲ 

➨ 

19 

᮲ 

⩏務教⫱学ᰯ 

≉別支援学ᰯ 

㸦小・中㸧 
≉別支援学ᰯへの就学

奨励に㛵するἲ律 ≉別支援学ᰯ 

㸦小・中以外㸧 

≉別支援学ᰯの幼⛶㒊及び㧗➼㒊におけ

る学ᰯ⤥㣗に㛵するἲ律㸦S30⇒H21 改ṇ

施⾜㸧 

 

㸰㸬ㄪ⌮᪉式 

㸦㸯㸧小学ᰯ⤥㣗㸦⩏務教⫱学ᰯ㸦前ᮇㄢ⛬㸧、 ≉別支援学ᰯ含む㸧 

   ㄪ⌮の方ἲとしては、個々の学ᰯにㄪ⌮室がある単⊂ᰯㄪ⌮場方式と、学ᰯと

は別にㄪ⌮場をタ⨨し、」数の学ᰯに⤥㣗を㓄㏦する共同ㄪ⌮場方式がある。 

形   態 小学ᰯ 
⩏務教⫱学ᰯ 

㸦前ᮇㄢ⛬㸧 
≉別支援学ᰯ ィ 

単⊂ᰯㄪ⌮場方式 138 1 5 144 

共同ㄪ⌮場方式 
北センター 18 0 0 18 

垂Ỉセンター 6 0 0 6 

ィ 162 1 5 168 

 

㸦㸰㸧中学ᰯ⤥㣗㸦中学ᰯ 81ᰯ・⩏務教⫱学ᰯ㸦後ᮇㄢ⛬㸧1ᰯ㸧 

   Ẹ㛫ㄪ⌮場で⤥㣗をㄪ⌮して学ᰯへ㓄㏦するデリバリーランチボックス方

式により提供している。㸦⌧在 4事ᴗ⪅により提供㸧 

 

㸱㸬㣗ᮦについて 

㸦㸯㸧学ᰯ⤥㣗基幹㣗ᮦ㸦主㣗・∵乳は国や┴の㛵与のもとで実施㸧 

   パン㸦小㯏㸧、⡿㣤㸦⢭⡿㸧は、兵庫┴の学ᰯ⤥㣗会にあたる㸦公㈈㸧兵庫

┴体⫱協会学ᰯ⤥㣗・㣗⫱支援センターが入ᮐし、ㄪ㐩している㸦小㯏はアメ



- 11 - 

リカ・カナダ⏘の‽ 1➼⢊、⡿は全て⚄戸⏘を使⏝㸧。 

 ∵乳は兵庫┴␆⏘ㄢが入ᮐし、⚄戸市に供⤥するᴗ⪅と価᱁をỴ定する。 

 

㸦㸰㸧副㣗㣗ᮦ 

   副㣗㣗ᮦは、㸦一㈈㸧⚄戸市学ᰯ⤥㣗会が、一定の᮲件を‶たしたⓏ㘓ᴗ⪅

への入ᮐ➼によりⰋ品で安価、安全なものを㑅定している。 

㣗ᮦは、地元⏘・国内⏘を優先し、㔞ⓗに入手が困㞴な場合に㝈り、外国⏘

を使⏝している。≉に、⏕㩭㔝⳯は、市内⏘を可⬟な㝈り使⏝しているほか、

⫗は国内⏘を使⏝している。 

 

㸲㸬令和元年度の学ᰯ⤥㣗の実᪋ 

 小学ᰯ・≉別支援学ᰯ 中学ᰯ 

⊩❧回数 189回 192回 

⤥㣗実施回数 
上グ内で、㐠動会➼代休による⤥㣗を実施しない日数を㝖き、各ᰯの実≧に応じ

実施㸦小㸸ᴫね 184回、中㸸ᴫね 170回㸧。 

形態 全員喫㣗 
全員喫㣗を基ᮏ 

㸦ただし、家庭弁当の持参も可㸧 

㣗数㸦児❺㸩

教⫋員➼数㸧 
⣙ 82,000㣗㸭日 ⣙ 13,000㣗㸭日 

学ᰯ⤥㣗㈝  260円㸭㣗 300円㸭㣗 

⊩❧作成 

ᰤ㣴教ㅍが中心となり、原᱌を作成し、

原᱌をもとに学ᰯ㛗、保ㆤ⪅、ᰤ㣴教ㅍ、

ㄪ⌮士➼からなる「⚄戸市⊩❧作成委員

会」で、㸰ヶ᭶前に⊩❧をỴ定。 

ᰤ㣴教ㅍ及び⟶⌮ᰤ㣴士が、⊩❧を作

成。学ᮇごとに学ᰯ㛗、保ㆤ⪅、事ᴗ⪅

からなる「⚄戸市⊩❧作成委員会」で、

意ぢ⫈取。 

内容 

主㣗㸦ごはん・パン㸧 

∵乳 

副㣗㸦㸰㹼㸱品㸧 

 

主㣗㸦ごはん㸧 

∵乳 

副㣗㸦おかず㸲品⛬度㸧 

Ồ≀㸦冬場など㸧 

 

㸳㸬⊩❧作成について 

㸦㸯㸧全市⤫一⊩❧ 

   安価に㣗ᮦを☜保するため、全市⤫一⊩❧を⾜っている。 

   但し、危㝤分散を図るため小学ᰯ⤥㣗については、全市を㸵ブロックに分け

て、⊩❧を提供する日を変えて、1ヶ᭶⤒つと同じものが㣗べられるようにし

ている。 

   学ᰯ⤥㣗共同ㄪ⌮場や≉別支援学ᰯは、㓄㏦時㛫やタ備➼への⪃慮、児❺の

㞀害➼に対応するため、⮬ᰯㄪ⌮ᰯの⊩❧㸦基‽⊩❧㸧から一㒊変更を⾜って

いる。 
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㸦㸰㸧⊩❧作成に⪃慮するⅬ 

○⊩❧は、ᰤ㣴価・価᱁・料⌮形態・使⏝㣗品➼を⪃慮して作成し、主㣗・∵

乳・主⳯・副⳯の⤌み合わせとしている。 
○文㒊⛉学┬・ᰤ㣴摂取基‽にἢったᰤ㣴㔞の☜保に努め、多ᵝな㣗品を使い、

バランスのとれた⊩❧を作成する。 
○⾨⏕・安全性、作ᴗ性を⪃慮する。 
○㣗指導につながる⊩❧を┠指す。 
○地場⏘≀を使⏝した⊩❧の充実を図る。 
○⾜事㣗・季⠇料⌮・外国の料⌮、地域の㣗ᮦ・季⠇の㣗ᮦを取り入れ⊩❧を

充実するとともに、味付けやㄪ⌮方ἲ、使⏝㣗ᮦの偏りがないようにィ⏬す

る。 
○㣗≀アレルギー対応に㓄慮する。 

 

㸦㸱㸧ᰤ㣴㔞 文㒊⛉学┬・学ᰯ⤥㣗摂取基‽ 

  以下の基‽にそったᰤ㣴㔞の☜保に努める。㸦平成 30年㸶᭶㸯日改ṇ基‽㸧 

 小学ᰯ中学年 中学ᰯ 

エネルギー㸦kcal㸧 650 830 

たんぱく㉁㸦㸣㸧 13㹼20 13㹼20 

⬡㉁㸦㸣㸧 20㹼30 20㹼30 

ナトリウム㸦㣗塩┦当㔞㸧㸦g㸧 2ᮍ‶ 2.5ᮍ‶ 

カルシウム㸦mg㸧 350 450 

㕲㸦mg㸧 3 4 

マグネシウム㸦mg㸧 50 120 

ビタミン㸿 㸦μg RE㸧 200 300 

ビタミン㹀㸯㸦mg㸧 0.4 0.5 

ビタミン㹀㸰㸦mg㸧 0.4 0.6 

ビタミン㹁㸦mg㸧 20 30 

㣗≀⧄⥔㸦g㸧 5以上 6.5 
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Ⅱ㸬㣗⫱の推㐍及び学ᰯ⤥㣗の取り⤌み 

 

㸯㸬㣗⫱の推㐍 

平成 17 年 6 ᭶に「㣗⫱基ᮏἲ」が制定されたのを受け、学ᰯにおいては、平成 23・
24 年に実施となった「学⩦指導せ㡿⥲則」のなかに㣗⫱が位⨨づけられ、学ᰯ全体で

㣗⫱の取り⤌みが⾜われるようになった。令和 2・3 年に実施となる「新学⩦指導せ㡿」

においても、⥲則のなかで、更なる㣗⫱の推㐍に取り⤌むことが明♧されている。 
㸺参⪃㸼᪂学⩦指導せ㡿㸦抜⢋㸧 

➨ 1❶ ⥲則 

➨㸯 中学ᰯ㸦小学ᰯ㸧教⫱の基ᮏと教⫱ㄢ⛬の役割 

㸰㸫㸦㸱㸧 

学ᰯにおける体⫱・健康に㛵する指導を㸪⏕徒㸦児❺㸧のⓎ㐩のẁ㝵を⪃慮して㸪学ᰯの教⫱

ά動全体を㏻じて㐺切に⾜うことにより㸪健康で安全な⏕άと㇏かなスポーツライフの実⌧を

┠指した教⫱の充実に努めること。≉に㸪学ᰯにおける㣗⫱の推㐍並びに体力の向上に㛵する

指導㸪安全に㛵する指導及び心㌟の健康の保持増㐍に㛵する指導については㸪保健体⫱⛉㸦体

⫱⛉㸧㸪技⾡・家庭⛉㸦家庭⛉㸧及び≉別ά動の時㛫はもとより㸪各教⛉㸪㐨徳⛉㸪㸦外国ㄒά

動㸧及び⥲合ⓗな学⩦の時㛫などにおいてもそれぞれの≉㉁に応じて㐺切に⾜うよう努めるこ

と。また、それらの指導を㏻して㸪家庭や地域♫会との㐃携を図りながら㸪日常⏕άにおいて

㐺切な体⫱・健康に㛵するά動の実㊶を促し㸪⏕ᾭを㏻じて健康・安全でά力ある⏕άを㏦る

ための基♏が培われるよう㓄慮すること。 

 

 ⚄戸市では、全小学 㸦ᰯ⩏務教⫱学ᰯ前ᮇ㐣⛬を含む㸧において、「㣗⫱推㐍委員会」

をタ⨨し、「㣗に㛵する指導の全体ィ⏬」を⟇定して、㣗⫱を⤌⧊ⓗ・ィ⏬ⓗに推㐍し

ている。中学 㸦ᰯ⩏務教⫱学ᰯ後ᮇ㐣⛬を含む㸧においても、推㐍体制の整備㸵㸲㸣、

全体ィ⏬の作成㸴㸴㸣と、㣗⫱に取り⤌む学ᰯが増えてきている。児❺・⏕徒が㣗に

㛵するṇしい▱㆑を㌟に付け、⮬らの㣗⏕άを⪃え、ᮃましい㣗⩦慣を形成できるよ

う、㣗⫱の⏕きた教ᮦである「学ᰯ⤥㣗」をά⏝するほか、学⣭ά動、各教⛉、⥲合

ⓗな学⩦の時㛫、学ᰯ⾜事➼を㏻じて、ᰤ㣴教ㅍ・学⣭担任・㣴ㆤ教ㅍ➼が㐃携しな

がら指導を⾜っている。 
また、副㣗㣗ᮦのㄪ㐩を担う㸦一㈈㸧⚄戸市学ᰯ⤥㣗会では、㎰ᴗ体㦂事ᴗの実施

や企ᴗの㣗⫱プログラムの⤂介➼により学ᰯの㣗⫱の支援を⾜っている。 
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㸰㸬≉Ⰽのある⊩❧のᥦ供 

地域の㒓土料⌮や⾜事⊩❧、季⠇料⌮や㣗ᮦを提供することを㏻じ、地域の文化や

伝⤫、㣗べ≀の旬➼に対する⌮ゎと㛵心を῝めることができる。 

 

㸱㸬地⏘地ᾘの取り⤌み 
学ᰯ⤥㣗に地域の⏘≀をά⏝することは、子供たちが⤥㣗を㏻して㎰ᴗなど地域の

⏘ᴗの⌮ゎや感ㅰの心の㔊成➼の教⫱上の効ᯝとともに地域の㎰Ỉ⏘ᴗの振⯆➼にᯝ

たす役割も大きいことから、⚄戸市学ᰯ⤥㣗では、北区やす区に㎰ᴗ地帯を᭷するᮏ

市の恵まれた᮲件をάかし地⏘地ᾘを推㐍している。 

 

⏕㩭㔝⳯に占める市内⏘の使⏝≧ἣ 

  24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 
市内⏘利⏝割合 

㸦㔜㔞㸧 
12.0㸣 15.0㸣 16.8㸣 17.3㸣 16.8% 19.8% 15.1% 

 

㸲㸬安全・安心な学ᰯ⤥㣗 

学ᰯ⤥㣗では、安全・安心な⤥㣗の提供が㔜せであり、㣗ᮦの安全性や内容の㐺ṇ

を☜保するための取⤌みを⾜っている。 

具体ⓗには、㣗ᮦに応じてṧ␃㎰⸆᳨ᰝや⣽⳦᳨ᰝ、つ᱁᳨ᰝ➼を⾜うとともに、

⏘地☜ㄆや、㑇伝子⤌み換えの᭷↓、㣗品ῧ加≀➼を審ᰝし、合᱁したもののみを使

⏝している。 

また、Ⓩ㘓ᴗ⪅に対し、㣗ᮦについてのᮇ㝈⾲♧や㩭度➼の☜ㄆ、㐺切な 度⟶⌮、

在庫⟶⌮を指導している。 

 

㸳㸬アレルギー対応 

学ᰯ⤥㣗でのアレルギー対応については、「学ᰯ⤥㣗アレルギー対応マニュアル」を

作成し、基ᮏⓗな基‽をタけ、市内で⤫一した対応㸦せ件を‶たした児❺に対する⊩

❧の中Ṇまた⤥㣗の中Ṇ、卵㝖去㣗の提供➼㸧を⾜っている。 
また、ẖ年、㣗≀アレルギー児❺のㄪᰝを⾜い、必せに応じて保ㆤ⪅と㠃ㄯし≧ἣ

を把握するとともに、各学ᰯで「㣗≀アレルギー対応᳨ウ委員会」をタ⨨し、対応方

㔪の᳨ウを⾜っている。 
さらに、アレルギーがあってもできるかぎり他の児❺と一⥴に、⤥㣗を安全にかつ

ᴦしめるよう、卵や乳を入れないパンの提供、同一⊩❧で同じたんぱく㉁※の㣗品や

アレルゲンが㔜ならない⤌み合わせなどの工夫を⾜っている。 
 

㸴㸬学ᰯ⤥㣗の情報Ⓨ信 

⚄戸市の学ᰯ⤥㣗は、恵まれた⎔境をいかし、㣗ᮦに市内⏘⡿や㔝⳯を✚ᴟに取り

入れるなど、安全で安心のおける地⏘地ᾘの取り⤌みを推㐍している。⊩❧に㒓土料

⌮や外国料⌮などを✚ᴟⓗに取り入れ、600を㉸える多彩なメニューを⪃᱌している。 

こういった⚄戸の優れた学ᰯ⤥㣗の取り⤌みについて広くⓎ信し、かつ⚄戸の学ᰯ

⤥㣗のイメージアップを図るため、⚄戸市では、学ᰯ⤥㣗のブランディング化を推㐍
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している。また、2020年は⚄戸市が㸶大㒔市のトップとして完全⤥㣗を㛤始した1950

年から数えて70年┠に当たる⠇┠の年である。 

これをᶵに今まで取り⤌んできた学ᰯ⤥㣗の情報Ⓨ信とともに、ブランディング化

をさらに推し㐍めていく。 

 

 

 

Ⅲ㸬小学ᰯ・≉別ᨭ᥼学ᰯ⤥㣗の⌧≧とㄢ㢟 

 

㸯㸬ᴫせ 

平成29年㸲᭶より⤥㣗内容を充実することとし、これに伴う⤥㣗㈝の改定を⾜った。 

㸦㸯㸧⊩❧回数 189回 

㸦㸰㸧⤥㣗実施回数  

上グ㸦㸯㸧内で、㐠動会➼代休による⤥㣗を実施しない日数を㝖き、各ᰯの実≧

に応じ実施㸦ᴫね 184回㸧。 

㸦㸱㸧㣗数㸦児❺数㸩教⫋員➼数㸧㺃㺃㺃⤥㣗人数 82,415人㸦令和元年度㸧 

㸦㸲㸧学ᰯ⤥㣗㈝ ᭶㢠 4,350円㸦平成 29年 4᭶改定㸧、㸯㣗 260円 

         年㢠 ⣙ 47,850円 

  㸦参⪃㸧小学ᰯ・≉別ᨭ᥼学ᰯ⤥㣗㈝の推⛣ 

改定年度 ⤥㣗㈝

㸦᭶㢠㸧 

 1㣗 

単価 

 
改定⌮⏤ 

改定幅 改定⋡ 改定幅 

昭和 60年度 2,900円 225円 8.4㸣 173円 14円  

平成㸲年度 3,200円 300円 10.3㸣 191円 18円 

 

ᾘ㈝⛯㸦平成元年㹼3㸣㸧 

㣗ᮦ価᱁上昇➼ 

平成 12年度 3,600円 400円 12.5㸣 215円 24円 ᾘ㈝⛯㸦平成 9年㹼5㸣㸧 

⡿✐⿵助廃Ṇ➼ 

平成 19年度 3,900円 300円 8.3㸣 233円 18円 㣗ᮦ価᱁上昇 

⡿㣤回数増➼ 

平成 29年度 4,350円 450円 11.5% 260円 27円 ᾘ㈝⛯㸦平成 26年㹼8㸣㸧 

㣗ᮦ価᱁上昇➼ 

 

㸰㸬⊩❧作成にあたって 

○ ⤥㣗は学ᰯ⤥㣗摂取基‽をもとに年㛫⊩❧ィ⏬を作成し、多ᵝな㣗品を使い、ᰤ

㣴㔞の☜保を図り、アレルギーも㓄慮したバランスのとれた⊩❧になるように努

めている。 
○ ⊩❧は、下グの充実方㔪に基づき、ᰤ㣴価・価᱁・料⌮形態・使⏝㣗品➼を⪃慮

し作成している。主㣗・∵乳・主⳯・副⳯の⤌み合わせとし、⾜事㣗・季⠇料⌮・

地域の㣗ᮦ・季⠇の㣗ᮦを取り入れ、味付けやㄪ⌮方ἲ、使⏝㣗ᮦの偏りがない

ようにィ⏬している。 
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・⤥㣗内容の充実方㔪 

㸦㸯㸧ᰤ㣴㔞の☜保 

    多ᵝな㣗品を使い、バランスのとれた⊩❧に努め、ᰤ㣴㔞の☜保を図る。 

㸦㸰㸧⚄戸の≉Ⰽある⊩❧を㏻じた㣗文化の⥅承 㹼㣗をᴦしみ、大切にし、健康をつくる㹼 

    ⾜事⊩❧や地域の㒓土料⌮、季⠇料⌮、外国の料⌮や㣗ᮦの提供を㏻じ、地域文化や伝

⤫、㣗べ≀の旬、他の地域や国➼に対する⌮ゎと㛵心を῝める。 

㸦㸱㸧地⏘地ᾘの推㐍 

    地域の⏘≀を学ᰯ⤥㣗にά⏝することにより、子供㐩の㎰ᴗ➼地域の⏘ᴗへの⌮ゎや感

ㅰの心の㔊成を図るとともに、地域の㎰⁺ᴗの振⯆に㈉⊩する。 

㸦㸲㸧㣗教⫱につながる学ᰯ⤥㣗 

    子供が㣗に㛵するṇしい▱㆑やᮃましい㣗⩦慣を㌟につけることができるよう、「⏕き

た教ᮦ」である「学ᰯ⤥㣗」の⊩❧内容の充実を図る。 

㸦㸳㸧安全・安心な学ᰯ⤥㣗 

    学ᰯ⤥㣗では、安全・安心な㣗ᮦの提供が㔜せであり、引き⥆き㣗ᮦの安全性や内容の

㐺ṇを☜保するための取り⤌みを⾜う。 

 

㸱㸬⤥㣗内容の充実の取⤌み≧ἣ 

㸦㸯㸧文㒊⛉学┬・学ᰯ⤥㣗摂取基‽ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H30学ᰯ⤥㣗摂取基‽ H29実⦼ H30実⦼

㹙児❺㸦8㹼9ṓ㸧㹛 㹙小学ᰯ㸦⚄戸市㸧㹛 㹙小学ᰯ㸦⚄戸市㸧㹛

エネルギー

㸦kcal㸧

たんぱく㉁ 24

 ※㸦 㸧内は⠊囲　㸦g㸧 㸦18㹼32㸧

⬡㉁ 摂取エネルギー

㸦㸣㸧 全体の25㹼30%

ナトリウム

㸦㣗塩┦当㔞㸧㸦g㸧

カルシウム

㸦mg㸧

㕲

㸦mg㸧

ビタミン㸿

㸦μg RE㸧

ビタミン㹀㸯

㸦mg㸧

ビタミン㹀㸰

㸦mg㸧

ビタミン㹁

㸦mg㸧

㣗≀⧄⥔

㸦g㸧

20 26 25

5 3.9 3.9

0.4 0.4 0.4

0.4 0.5 0.5

3 2.5 2.4

170 369 362

350 321 320

640 645 644

26.2 26.2

29.3 29

2.5ᮍ‶ 2.2 2.2
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50.50  

50.23  50.06  

51.57  

53.67  

52.04  51.75  
52.92  

55.68  

57.21  
58.22  

47.00

49.00

51.00

53.00

55.00

57.00

59.00

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 

主食 䠄円䠅 

0.00 
 

46.90  

46.66  

47.03  

47.40  
47.58  

50.74  
52.19  

52.63  52.75  

53.43  

55.48  

40.00
42.00
44.00
46.00
48.00
50.00
52.00
54.00
56.00
58.00

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 

牛乳 

0.00 
 

䠄円䠅 

 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

㸲㸬⤥㣗㈝の内ヂ 

○ 平成 29 年度㸦前回⤥㣗㈝改定時㸧と令和元年度をẚ㍑すると、主㣗と∵乳の価᱁上昇に

より副㣗に使⏝できる価᱁がῶ少している。 
○ ⊩❧作成時に価᱁を⪃慮し、提供する内容を工夫することで⤥㣗㈝㸦260 円㸧内に収まる

よう努めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸦㸯㸧一㣗あたり単価の推⛣ 

主㣗、∵乳価᱁の上昇に伴い、副㣗価᱁を抑えることで⌧⾜⤥㣗㈝㸦260円/㣗㸧を⥔持している。 

①主㣗価᱁㸦一㣗あたり単価の推⛣㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②∵乳価᱁㸦一㣗あたり単価の推⛣㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 㣗 260 円に 

⤥㣗㈝改定 

1 㣗 260 円に 

⤥㣗㈝改定 

 

主食
21.4%

(55.7円)

牛乳
20.3%

(52.7円)

副食
52.7%

(137円)

諸経費
5.6%

(14.6円)

H29年度

計 260円

主食
22.4%

(58.2円)

牛乳
21.3%

(55.5円)

副食
50.6%

(131.4円)

諸経費
5.7%

(14.9円)

R元年度

計 260円
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123.44  

123.97  

123.78  

121.82  
119.54  

117.69  116.51  

114.91  

137.00 

134.63 
131.44 

110.00
112.00
114.00
116.00
118.00
120.00
122.00
124.00
126.00
128.00
130.00
132.00
134.00
136.00
138.00
140.00

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 

副食 

0.00 
 

䠄円䠅 

 

③副㣗価᱁㸦一㣗あたり単価の推⛣㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸰㸧ᩱ⌮の価᱁変化 

  改定後はほぼᶓばい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸱㸧⊩❧作成上の工夫 

①【主㣗内容の工夫】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 㣗 260 円に 

⤥㣗㈝改定 

11 
6 5 5 3 5 3 

5 5 

3 3 4 
4 

5 
4 

4 4 

6 5 

5 
5 5 4 5 

5 
3 

4 5 

9 8 

0

5

10
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H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

⅕き㎸みごはん・ブレンドパン提供回数㸦年㛫㸧 

⅕き㎸みごはん㸦㉥㣤・いも・Ⓨⱆ⋞⡿㸧 
ブレンドパン㸦⡿⢊パン・ひょうごの小㯏パン㸧 
ブレンドパン㸦ナン・にんじんパン・㯮⢾パン➼㸧 

㸦回

41.11  40.79  45.46  
51.53  54.09  54.26  54.92  54.29 

99.14  

77.00  

104.15  
110.55  117.98  123.81  116.37  116.08 

0.00
20.00
40.00
60.00
80.00

100.00
120.00
140.00

19年度 23年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

料理別価格変動 

京風䛖䜎䛻 䝡䞊䝣䜹䝺䞊 
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②【ふりかけ・ジャム㢮の工夫】 

 

 

③【デザート➼の工夫】 
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デザート㢮提供回数㸦年㛫㸧 

デザート㸦ゼリー➼㸧 手作りデザート 

デザート㸦ᯝ≀㸧 デザート㸦⾜事㸧 

㸦回

㸧 
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㸳.ㄢ㢟 

┤㏆では平成 30年㸱᭶に「小学ᰯ⤥㣗・㣗⫱推㐍委員会」を㛤催し、⤥㣗内容につい

いて᳨ドを⾜ったが、その後下グのとおり≧ἣが変化しており、⤥㣗内容及び⤥㣗㈝に

㛵する基ᮏ方㔪に基づき、再度᳨ドを⾜う必せがある。 

 

㸦㸯㸧文㒊⛉学┬・学ᰯ⤥㣗摂取基‽の改ṇ 

  平成 30年 8᭶㸯日の改ṇ㸦⚄戸市の⊩❧には令和元年度より反映㸧により、各㡯┠

の数値の変更とマグネシウムの㡯┠が㏣加されており、⊩❧作成において⪃慮する必

せがある。 

 

㸦㸰㸧ᾘ㈝⛯⋡の引き上げ 

  令和元年度 10 ᭶に 10%に引き上げ予定。学ᰯ⤥㣗は㍍ῶ⛯⋡の対㇟とされているた

め、基ᮏⓗには増⛯分の保ㆤ⪅への㌿嫁はないが、委ク加工㈤・⇞料・㍺㏦代➼が上

がることによって、㣗ᮦ価᱁➼に影㡪がでる可⬟性がある。 

 

㸦㸱㸧≀価の変動 

  主㣗と∵乳の価᱁上昇により副㣗に使⏝できる価᱁が少しῶ少している。 
 

㸦参⪃㸧⤥㣗内容及び⤥㣗㈝に㛵する基ᮏ᪉㔪 

㸦ア㸧⤥㣗内容の充実方㔪に基づき、⤥㣗内容の年度㛫の平‽化を⾜う。 
㸦イ㸧今後、ᴫね㸱年ごとの⤥㣗㈝改定を基ᮏとする。ただし、♫会情勢の変化➼に応じて㸱年が

⤒㐣していなくても᳨ドを⾜い、必せがあればぢ┤しを⾜う。 
㸦ウ㸧「小学ᰯ⤥㣗・㣗⫱推㐍委員会」を定ᮇⓗ㸦1㹼2 年ごと㸧に㛤催し、㹎㹂㹁㸿サイクルによ

り以下のほⅬから⤥㣗のあり方について᳨ドする。 
    ○⤥㣗内容㸦方㔪㸧・⤥㣗㈝➼の᳨ドと必せに応じたぢ┤し 
    ○学ᰯ・保ㆤ⪅の役割分担・情報共᭷・㐃携 
    ○事後ホ価➼ 
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Ⅳ㸬他㒔市の小学ᰯ⤥㣗㈝の≧ἣ 

 

㸯㸬ᨻ令市の学ᰯ⤥㣗㈝ 

㸦㸯㸧小学ᰯ⤥㣗㈝ 

 ᭱㧗㢠 ᭱低㢠 平均㢠 ⚄戸市 

㸯㣗単価 291.00円 226.00円 257.74円 260.00円 

○⚄戸市の⌧⾜価᱁は、政令市 20市中 10␒┠の価᱁。 

 

㸰㸬㏆㞄市➼の学ᰯ⤥㣗㈝ 

㸦㸯㸧小学ᰯ⤥㣗㈝ 

 ᭱㧗㢠 ᭱低㢠 平均㢠 ⚄戸市 

㸯㣗単価 260.00円 230.00円 248.36円 260.00円 

○⚄戸市の⌧⾜価᱁は、㏆㞄市➼ 11市⏫中 1␒┠の価᱁。 
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Ⅵ㸬中学ᰯ⤥㣗の⌧≧とㄢ㢟 

 

㸯㸬⤒⦋ 

○ 平成 25 年㸱᭶に提出された「⚄戸市❧中学ᰯの昼㣗のあり方᳨ウ会」の᭱⤊意ぢを㋃ま

え、同年㸱᭶に教⫱委員会において「⚄戸市中学ᰯ⤥㣗実施方㔪」を⟇定し、中学ᰯ⤥㣗

の実施がỴ定された。 

○ 平成 26 年㸱᭶には、教⫱委員会で「⚄戸市中学ᰯ⤥㣗の実施ᴫせ」をỴ定し、デリバリ

ー㸦ランチボックス㸧方式により、平成 26 年度中に中学ᰯ⤥㣗の実施を┠指すことがỴ

定された。 

○ 平成 26 年 11 ᭶に 33 ᰯで先⾜実施し、平成 29 年㸰᭶には全市 82 ᰯで中学ᰯ⤥㣗の実施

に⮳った。 

 

 

㸰㸬⌧≧ 

㸦㸯㸧ᴫせ 

 ・実施方式㸸デリバリー㸦ランチボックス㸧方式 

 ・実施時ᮇ㸸平成 26年 11᭶㹼 33ᰯ 

 ・実施時ᮇ㸸平成 29年㸰᭶㹼  82ᰯ㸦全ᰯ実施㸧 

 ・実施方㔪㸸全員喫㣗を基ᮏ㸦ただし、家庭弁当の持参も可㸧 

 

㸦㸰㸧⤥㣗㈝ 

 ・単価㸸300円㸭㣗 

 ※前払い制を採⏝し、クレジットカード又はコンビニエンスストア➼で⣡付 

  ※払㎸㔠㢠㸸6,000円、12,000円、27,000円の㸱✀㢮 

 

㸦㸱㸧⤥㣗内容 

 ・内  容㸸主㣗㸦ごはん㸧、副㣗㸦おかず㸲品⛬度㸧、Ồ≀㸦冬場など㸧、∵乳 

 ・⊩❧方㔪㸸学ᰯ⤥㣗摂取基‽をもとに年㛫⊩❧ィ⏬を作成し、多ᵝな㣗品を使い、ᰤ㣴㔞の 

☜保を図るとともに、バランスのとれた⊩❧を┠指す。また、子供たちの人Ẽ料 

⌮や新しいメニューを取り入れ、≉Ⰽある⊩❧㸦⾜事⊩❧・季⠇の料⌮・各地の 

㒓土料⌮・外国の料⌮➼㸧を㏻じて㣗文化の⥅承を図る。 

 ・⊩❧回数㸸192回㸦令和元年度㸧 

 ・㣗ᮦㄪ㐩㸸一⯡㈈団ἲ人⚄戸市学ᰯ⤥㣗会が一括ㄪ㐩㸦小学ᰯと同ᵝ㸧 
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㸦㸲㸧ㄪ⌮➼委ク事ᴗ⪅ 

事ᴗ⪅ 㛤始時ᮇ 区・ブロック ᰯ数 

ᰴ式会♫コープフーズ 

㸦工場㸸加古㒆✄⨾⏫㸧 

平成 26年 11᭶㹼 ᮾℿ区、す区 20ᰯ 

サンケータリングᰴ式会♫ 

㸦工場㸸姫㊰市㸧 

平成 28年 11᭶㹼 北区㸦北㒊㸧 㸲ᰯ 

ᰴ式会♫万⚟ 

㸦工場㸸⚄戸市ᮾℿ区㸧 

平成 29年㸯᭶㹼 ℿ区、中央区 47ᰯ 

平成 29年㸰᭶㹼 兵庫区、北区㸦ᮾ㒊、

中㒊、南㒊㸧㛗⏣区、

㡲☻区 

ᰴ式会♫グルメサービス 

㸦工場㸸加古川市㸧 

平成 29年㸰᭶㹼 垂Ỉ区 11ᰯ 

  ※工場でㄪ⌮された⤥㣗は、⾨⏕⟶⌮基‽に基づき、㐺切な 度⟶⌮のもと、各学ᰯの㓄⮃

室に㓄㏦ 

 

㸦㸳㸧⏦㎸᪉ἲ 

 ・㸯ヶ᭶単位の予⣙ 

※卒ᴗ時までẖ᭶予⣙が入る「⤥㣗⮬動予⣙プラン」又はẖ᭶手⥆きが必せな「インターネ

ット予⣙」の㸰㏻り㸦「⤥㣗⮬動予⣙プラン」が初ᮇタ定㸧 

 

㸦㸴㸧喫㣗⋡ 

 ・36㸣㸦平成 30年度㸧 

 

 

㸱㸬ㄢ㢟 

 ○ 中学ᰯにおける㣗⫱の「⏕きた教ᮦ」として⤥㣗の充実を図るとともに、喫㣗⋡向上に向

けた⤥㣗内容の抜ᮏⓗな㨩力化の᳨ウ 

 ○ 体᱁や㐠動㔞、嗜好など個人差が大きい成㛗ᮇにある中学⏕のᮃましい㣗⏕ά・㣗⩦慣の

形成㸦学ᰯ⤥㣗摂取基‽に基づくᰤ㣴㔞の☜保、学ᰯ・家庭との㐃携による㣗⫱の推㐍㸧 

 ○ 利⏝⪅㸦⏕徒・保ㆤ⪅㸧ニーズをⓗ☜に把握するとともに、それを㋃まえた⤥㣗内容の㨩

力化並びに⤥㣗利⏝における利便性の向上  



- 24 - 

㸲㸬⤥㣗㈝の内ヂ 

 ○ 中学ᰯ⤥㣗が㛤始された平成 26年度と令和元年度をẚ㍑すると、主㣗と∵乳の価᱁上 

昇により副㣗に使⏝できる価᱁がῶ少している。 

 ○ ⤥㣗㈝㸦㸯㣗あたり 300円㸧に収まるように⊩❧内容を工夫しながら、㨩力あるメニュ 

ーの提供に取り⤌んでいる。 

 

㸦㸯㸧主㣗価᱁㸦一㣗あたり単価の推⛣㸧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸦㸰㸧∵乳価᱁㸦一㣗あたり単価の推⛣㸧 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

㸦㸱㸧副㣗価᱁㸦一㣗あたり単価の推⛣㸧 
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㸺参⪃㸸副㣗に使⏝できる価᱁のῶ少に伴う影㡪と対応㸼 

 

㸦㸯㸧⫗の✀㢮別使⏝㔞の割合㸦年㛫㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸰㸧Ồ≀のᥦ供回ᩘ㸦年㛫㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸱㸧ドレッシングのᥦ供回ᩘ㸦年㛫㸧 
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Ồ≀ 

※平成 26年度は㸳ヶ᭶分㸦11᭶㹼㸱᭶㸧 

※平成 26年度は㸳ヶ᭶分㸦11᭶㹼㸱᭶㸧 
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㸦㸲㸧ふりかけ・のり➼の使⏝回ᩘ㸦年㛫㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸳㸧デザートの使⏝回ᩘ㸦年㛫㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸳㸬喫㣗⋡の推⛣ 
 ○ 例年、年度当初の㸲᭶は┦対ⓗに喫㣗⋡が㧗く、年度ᮎにかけてῶ少傾向にある。 

 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

11᭶ 㸱᭶ 㸲᭶ 㸱᭶ 㸲᭶ 㸱᭶ 

㸯年⏕ 67.2㸣 48.4㸣 59.5㸣 44.0㸣 54.3㸣 45.7㸣 

㸰年⏕ 59.4㸣 47.6㸣 43.8㸣 42.4㸣 41.9㸣 33.9㸣 

㸱年⏕ 44.6㸣 25.3㸣 44.1㸣 30.6㸣 40.5㸣 20.2㸣 

全 体 56.9㸣 40.3㸣 49.1㸣 39.0㸣 45.5㸣 33.2㸣 
 

 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

㸲᭶ 㸱᭶ 㸲᭶ 㸱᭶ 㸲᭶ 11᭶ 

㸯年⏕ 57.8㸣 37.6㸣 49.7㸣 33.7㸣 44.6㸣 33.1㸣 

㸰年⏕ 42.4㸣 37.2㸣 36.6㸣 32.9㸣 32.7㸣 30.5㸣 

㸱年⏕ 31.9㸣 28.6㸣 36.2㸣 33.7㸣 32.1㸣 30.2㸣 

全 体 43.8㸣 34.4㸣 40.7㸣 33.4㸣 36.5㸣 31.3㸣 
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※平成 26年度は㸳ヶ᭶分㸦11᭶㹼㸱᭶㸧 

※平成 26年度は㸳ヶ᭶分㸦11᭶㹼㸱᭶㸧 
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㸴㸬㨩力化に向けた取り⤌み 

㸦㸯㸧⊩❧内容の工夫・充実㸦主なもの㸧 

 ①小学ᰯ⤥㣗での人Ẽメニューのᥦ供 

  ・小学ᰯ⤥㣗で㥆ᰁみのあるメニューを中学ᰯ⤥㣗で提供 

   㸦ハンバーグ、唐揚げ、カレーなど㸧 

 ② かいメニューのᥦ供 

  ・レトルトメニューの㛤Ⓨ・提供㹙᭶㸰回⛬度㹛 

   㸦ベジタブルカレー、ハッシュドビーフ、㯞婆㇋⭉、デミグラスソース、トマトソース㸧 

  ・Ồ≀㸦すましỒ・みそỒ➼㸧の提供㹙冬場㸦11〜㸰᭶㸧に᭶㸯回⛬度㹛 

 ③⚄戸らしいメニュー㸦⚄戸市⏘㣗ᮦや⚄戸Ⓨ⚈のᩱ⌮㸧のᥦ供 

  ・⚄戸市内で⏕⏘されている㣗ᮦをできる㝈り使⏝した「⚄戸≉⏘ランチ」を提供 

  ・「ぼっかけ↝きそば」、「すき↝き」、「イカナゴのくぎ↻」など、⚄戸メニューを提供 

④中学⏕のアイデアメニュー募㞟・᪂メニューとして⊩❧への採⏝ 

  ・中学⏕が㣗べたい⊩❧のアイデアメニューを募㞟し、入㈹メニューを⊩❧として採⏝ 

   ※平成 30年度〜実施㸦平成 31年㸰᭶⊩❧より提供㸸ラタトゥイユ、ちゃんちゃん↝き➼㸧 

 ⑤ラグビーワールドカップ 2019⚄戸ヨ合出場チーム⊩❧のᥦ供 

  ・⚄戸ヨ合出場国チームにちなんだメニューを⊩❧として提供㸦令和元年㸷・10᭶㸧 

   ※㸦例㸧イングランド㸸フィッシュ㸤チップス、アメリカ㸸ポークチャップ ➼ 

 

㸦㸰㸧ランチボックスのリニューアル 

  ・⌧⾜のランチボックスが⪏⏝年数を㏄えるため、⤥㣗がよりおいしく、ᴦしく感じてもら

えるような⚄戸らしいデザインのランチボックスにリニューアル㸦予定㸧 

 

㸦㸱㸧小学ᰯ㸴年⏕向け中学ᰯ⤥㣗ヨ㣗体㦂の実᪋ 

  ・中学ᰯ⤥㣗の利⏝促㐍のため、中学ᰯ入学前の小学ᰯ㸴年⏕を対㇟に中学ᰯ⤥㣗のヨ㣗体

㦂会を実施 

   ※平成 29年度〜実施 

 

㸦㸲㸧⤥㣗カレンダーへの⚄戸出㌟アスリートからのメッセージ掲㍕ 

・⤥㣗の㨩力Ⓨ信のため、⤥㣗カレンダーに⚄戸出㌟の᭷名アスリートからのメッセージ 

を掲㍕ 

※坂ᮏⰼ⧊㑅手㸦フィギュアスケート㸧、⸨㇂壮㑅手㸦サッカー㑅手㸧 
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㸵㸬利⏝⪅ニーズの把ᥱ 

㸦㸯㸧中学ᰯにおける保ㆤ⪅向けヨ㣗会の㛤催 

  ○ 中学⏕の保ㆤ⪅を対㇟にヨ㣗会を㛤催し、中学ᰯ⤥㣗を喫㣗いただきながら、意ぢ交換

を⾜うとともに、アンケートを実施㸦平成 30年度㸸延べ 45ᰯ、参加人数 891人㸧 

   㸦主な意ぢ㸧※平成 29年度㞟ィ 

    ・おいしい、思ったよりおいしい      322件 

    ・㔝⳯が多いなどᰤ㣴のバランスもよい   224件 

    ・全員喫㣗にしてほしい          130件 

    ・ごはんが かい             122件 

    ・おかずが冷たい             106件 

    ・⾨⏕㠃でよく⪃えられている、安心できる  98件 

    ・⊩❧や味付が工夫されている        95件 

    ・⤥㣗の時㛫が▷い             83件 

    ・容器のⰍがオレンジⰍで料⌮が映えない   68件 

    ・家で㣗べない⊩❧の味でよい        53 件 

 

 

㸦㸰㸧中学ᰯ⤥㣗に㛵するアンケートの実᪋ 

  ○ 中学ᰯ⤥㣗の充実に向けて、⏕徒や保ㆤ⪅の意㆑やニーズを把握するため、全⏕徒及び

保ㆤ⪅を対㇟に「中学ᰯ⤥㣗に㛵するアンケート」を実施 

・対 ㇟ ⪅㸸市❧中学ᰯの全⏕徒及び保ㆤ⪅ 

・実 施 日㸸令和元年㸴㹼㸵᭶ 

・回収≧ἣ 

 回収ᯛ数 㓄付ᯛ数 回収⋡ 

⏕ 徒 31,572ᯛ 34,017ᯛ 92.8㸣 

保ㆤ⪅ 23,046ᯛ 34,017ᯛ 67.7㸣 

合  ィ 54,618ᯛ 68,034ᯛ 80.3㸣 

       ※⏕徒の㓄付ᯛ数は令和元年㸳᭶㸯日⌧在の⏕徒数㸦分ᰯ㝖く・㏿報値㸧 

※保ㆤ⪅への㓄付ᯛ数は⏕徒と同数でヨ⟬ 
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Ⅶ㸬᪂ランチボックス㸦イメージ㸧 

 

・ᴫ  せ㸸⪏⏝年数が到᮶するランチボックスについて、「⚄戸らしさ」をモチーフとした 

デザインにリニューアル 

・コンセプト㸸①「⚄戸」を印㇟付けるランチボックス 

※⵹㒊分にポートタワーなど⚄戸のほ光㈨※➼をモチーフにしたデザインを採⏝ 

・コンセプト㸸②こどもたちの多ᵝ性を受け入れるランチボックス 

※」数のⰍ㸦㸳Ⰽ㸧のランチボックスを作成 

・供⏝㛤始㸸2020年㸲᭶㸦予定㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

  

㸦⵹は⚄戸のほ光㈨※➼をモチーフとしたデザイン㸧 㸦内側は㣗ᮦが映えるようⓑ似Ⰽ㸧 
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Ⅷ㸬中学ᰯ⤥㣗に㛵するアンケート⤖ᯝ㸦今後の㨩力化に㛵するタ問㸧 

 

【⏕徒〔問 13〕・保ㆤ⪅〔問㸷〕】 ※㸱つまで回⟅ 

   問㸸⤥㣗が今後どう変わればⰋいと思いますか。 

⤥㣗を利⏝していない方は、どんな⤥㣗であれば㨩力を感じますか。 
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Ⅸ㸬アンケート⤖ᯝ・㨩力化に向けた᳨ウ㡯┠㸦᱌㸧 
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Ⅹ㸬中学ᰯ⤥㣗の㨩力化に向けた⤥㣗内容の充実㸦᱌㸧と必せ⤒㈝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

䠄䠍䠅主食䛾充実䞉価格上昇䜈䛾対応

䕿主食䛾䝞䝸䜶䞊䝅䝵䞁䛾充実 䠎䡚䠒円

䚷䚷䛊䝟䞁䜔䝘䞁䛾新規提供䠄䠍回程度䠋学期 䡚 䠍回程度䠋月䠅䛋

䕿価格上昇䜈䛾対応 䠏円

䚷䚷䛊䠇約䠏円増䠄平成26年度→令和元年度䠅䛋

䠄䠎䠅牛乳䛾価格上昇䜈䛾対応

䕿価格上昇䜈䛾対応 䠑円

䚷䚷䛊䠇約䠑円䠄平成26年度→令和元年度䠅䛋

䠄䠏䠅温䛛䛔䝯䝙䝳䞊䛾提供

䕿䝺䝖䝹䝖䝯䝙䝳䞊䛾提供回数䛾増 䠔䡚24円

䚷䚷䛊䠎回程度䠋月 䚷⇒䚷 䠏䡚䠐回程度䠋月 䡚 䠔回程度䠋月䛋

䕿汁物䛾提供回数䛾増 䠍䡚䠐円

䚷䚷䛊月䠍回程度䠋11䡚䠎月䚷⇒䚷月䠎回程度䠋10䡚䠏月 䡚 䠐回程度䠋毎月䛋

䠄䠐䠅副食䛾䛥䜙䛺䜛充実

䕿特色䛒䜛䝯䝙䝳䞊䛾充実䞉提供回数䛾増 䠑䡚15円

䚷䚷䠄行事献立䜔郷土料理䚸外国料理䚸神戸䝯䝙䝳䞊等䠅

䚷䚷䛊䠏回程度䠋月䚷⇒䚷4.5回程度䠋月 䡚 䠔回程度䠋月䛋

䕿生徒䛻人気䛾䛒䜛肉系料理䛾充実 10䡚15円

䚷䚷䛊肉䛾使用頻度䛾均一化䞉䝪䝸䝳䞊䝮䜰䝑䝥䠄牛肉䠇70g䛺䛹 䡚 牛肉䠇100g䛺䛹䠅䛋

䠄䠑䠅䝕䝄䞊䝖類䛾充実

䕿楽䛧䛟食育䜢学䜆䛯䜑䛾工夫䠄行事䞉季節䛾䝕䝄䞊䝖䛾提供回数䛾増䠅 䠑䡚15円

䚷䚷䛊䝕䝄䞊䝖䠖䠎回程度䠋月䚷⇒䚷䠐回程度䠋月 䡚 䠔回程度䠋月䛋

䕿主食䜢食䜉䜔䛩䛟䛩䜛䛯䜑䛾工夫䠄䜅䜚䛛䛡䛾提供回数䛾増䠅 䠍䡚䠏円

䚷䚷䛊䜅䜚䛛䛡䠖䠍回程度䠋月䚷⇒䚷䠎回程度䠋月 䡚 䠐回程度䠋月䛋

䕿牛乳䜢飲䜏䜔䛩䛟䛩䜛䛯䜑䛾工夫䠄䝭䝹䝯䞊䜽䛾提供回数䛾増䠅

䚷䚷䛊䝭䝹䝯䞊䜽䠖䠍回程度䠋学期䚷⇒䚷䠎回程度䠋学期 䡚 䠐回程度䠋学期䛋

䠄䠒䠅物価上昇䜈䛾対応

䕿消費者物価指数䛻䛚䛡䜛物価上昇率䜢踏䜎䛘䛯対応 10円

䚷䚷䛊平成27年䜢100䛸䛧䛶䚸平成30年䛷食料䛜103.8䚸生鮮食品䛜106.4䛻上昇䛋

䛊䠍食䛒䛯䜚䛾必要経費䛋
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Ⅺ㸬中学ᰯ⤥㣗の㨩力化に向けた⤥㣗内容の充実㸦᱌㸧と必せ⤒㈝のシミュレーション 
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Ⅻ㸬中学ᰯ⤥㣗における∵乳のᥦ供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※∵乳㸯パック㸦200ml㸧あたりのカルシウム含᭷㔞㸸227mg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

䠍食䛒䛯䜚
必要経費

䠍食単価 月額費用 䠍食単価 月額費用

䠉 300円 4,650円 244円 3,800円

20円 320円 4,950円 264円 4,100円

30円 330円 5,100円 274円 4,250円

40円 340円 5,250円 284円 4,400円

50円 350円 5,400円 294円 4,550円

70円 370円 5,700円 314円 4,850円

100円 400円 6,200円 344円 5,300円

※牛乳単価䛿䠍食䛒䛯䜚56円䠄令和元年度単価䠅䛷試算
※月額費用䛿年間170回喫食䛧䛯場合䛾月䛒䛯䜚䛾平均値䛷試算

案⑤

案⑥

案④

現䚷䚷行

案③

牛乳䛾選択䛾有無䛻䜘䜛䠍食単価䞉月額費用

䛆 牛乳䛒䜚 䛇 䛆 牛乳䛺䛧 䛇

案①

案②

䠄単位䠖mg/日䠅 䠄単位䠖mg/回䠅

年䚷䚷齢 男性 女性 基準値

䠍䡚䠎歳 450 400

䠏䡚䠑歳 600 550

䠒䡚䠓歳 600 550 290

䠔䡚䠕歳 650 750 350

10䡚11歳 700 750 360

12䡚14歳 1,000 800 450
15䡚17歳 800 650

18䡚29歳 800 650

30䡚49歳 650 650

50䡚69歳 700 650

70歳以上 700 650

䜹䝹䝅䜴䝮䛾食事摂取推奨量䞉学校給食摂取基準䛻䛴䛔䛶

児童䞉生徒䛾年齢

生徒䠄12䡚14歳䠅䛾場合
児童䠄10䡚11歳䠅䛾場合

児童䠄䠔䡚䠕歳䠅䛾場合

児童䠄䠒䡚䠓歳䠅䛾場合

䕿䛂学校給食摂取基準䛃䛻䛚䛡䜛基準値

※出典䠖厚生労働省
䚷䚷䚷䚷䚷䛂日本人䛾食事摂取基準䠄2015年版䠅䛃

※出典䠖文部科学省
䚷䚷䚷䚷䚷䛂学校給食摂取基準䠄2018年䠔月䠅䛃

䕿䛂食事摂取基準䛃䛻䛚䛡䜛推奨量

䠄䛂食事摂取基準䛃䛾推奨量䛾50䠂䜢基準値䛸䛩䜛䠅
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XIII㸬ᨻ令指定㒔市の中学ᰯ⤥㣗の実᪋≧ἣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 札幌市 317 円
H30.4䡚

䠄月額䠇300円䠅
60 38 - - 全員喫食

2 仙台市 290 円
H25.4䡚

䠄日額䠇22円䠅
12 1 50 - 全員喫食

3 䛥䛔䛯䜎市 300 円
H26.4䡚

䠄月額䠇100円䠅
58 - - - 全員喫食

4 千葉市 320 円
H31.4䡚

䠄日額䠇30円䠅
- - 55 - 全員喫食

5 川崎市 320 円 䠉 4 - 48 - 全員喫食

6 横浜市

7 相模原市 315 円
H28.4䡚

䠄日額䠖䠇15円䠅
- - 6 30 40.5%

8 新潟市 352 円
H31.4䡚

䠄日額䠇4円䠅
8 1 20 28 67.4%

䠄䝷䞁䝏䝹䞊䝮䛷䛾提供䛒䜚䠅

9 静岡市 325 円
H29.4䡚

䠄日額䠖䠇28円䠅
2 - 41 -

全員喫食
䠄H31.4䡚全校䠅

10 浜松市 350 円 H29.4䡚
䠄日額䠖䠇35䡚37円䠅

34 2 12 - 全員喫食

11 名古屋市 334 円
H21.4䡚

䠄日額䠖䠇30円䠅
2 - - 108 58.4%

䠄䝷䞁䝏䝹䞊䝮䛷䛾提供䛒䜚䠅

12 京都市 310 円
H27.4䡚

䠄日額䠖䠇20円䠅
6 - - 65 26.7%

13 大阪市 300 円 䠉 22 106 - -
全員喫食

䠄R1.9䡚全校䠅

14 堺市 310 円 䠉 - - - 43 7.5%

15 神戸市 300 円 䠉 - - - 82
35.5%

全員喫食䛜基本

16 岡山市 329 円
H29.4䡚

䠄日額䠖䠇12円䠅
23 1 12 - 全員喫食

17 広島市 300 円
H27.12䡚

䠄日額䠖䠇35円䠅
5 3 13 43 35.6%

18 北九州市 288 円
H26.4䡚

䠄日額䠇28円䠅
- 62 - - 全員喫食

19 福岡市 289 円
H27.4䡚

䠄月額䠖䠇400円䠅
5 - 64 - 全員喫食

20 熊本市 295 円
H26.4䡚

䠄日額䠇8円䠅
2 38 2 - 全員喫食

䝕䝸

学校給食費 実施方式䠄R1.10.1時点䠅

利用率
䠄平成30年度䠅令和元年度

前回改定
䠄下段䠖改定幅䠅

自校 親子 共同
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⚄戸市学ᰯ⤥㣗委員会 委員名⡙ 

 

 

 

区

分 
分  㔝 役⫋➼ 名  前 㒊会 

᭷
㆑
⪅ 

学㆑⤒㦂⪅ 
大㜰府❧大学名㄃教授  
⏥南大学⤒営学㒊教授 
⚄戸学㝔大学ᰤ㣴学㒊助教 

᳜ᮧ ⯆ 
すᮧ 㡰二 
小ᯘ 㯞㈗ 

小・中 
小・中 
小・中 

保
ㆤ
⪅ 

㹎㹒㸿 
⚄戸市❧小学ᰯ㹎㹒㸿㐃合会会㛗 
⚄戸市❧中学ᰯ㹎㹒㸿㐃合会会㛗 
⚄戸市❧≉別支援学ᰯ㹎㹒㸿㐃合会会㛗 

増⏣ 㝯志 
㔝㛫 勝彦 
㟷ᮌ 㔛⨾ 

小 
中 
小 

学
ᰯ 

小学ᰯ㛗代⾲ 
┿㔝小学ᰯ㛗 
⯙多⪺小学ᰯ㛗 

前川 ⩏弘 
⠛原 亜⣖ 

小 
小 

中学ᰯ㛗代⾲ 
上㔝中学ᰯ㛗 
塩屋中学ᰯ㛗 

ⓑ井 俊彦 
ΎỈ 三千代 

中 
中 

≉別支援学ᰯ㛗代⾲ 㟷㝧ᮾ㣴ㆤ学ᰯ㛗 Ἑ地 ‶則  小 

⾜
政 

教⫱委員会事務局 学ᰯ支援㒊㛗 Ⲩ∾ 㔜孝 小・中 

㸦一㈈㸧⚄戸市 
学ᰯ⤥㣗会 

常務⌮事 山ᮏ ⱥ子 小・中 
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⚄戸市学ᰯ⤥㣗委員会実᪋せ⥘ 

 

令和元年㸶᭶㸯日 

教 ⫱ 㛗 Ỵ 定 

 

㸦㊃旨㸧 

➨㸯᮲ ⚄戸市❧学ᰯにおける学ᰯ⤥㣗の円⁥な㐠営及び㣗⫱の推㐍を図るため, 学ᰯ⤥㣗

に㛵するㄢ㢟及び㣗⫱について専㛛ⓗなぢ地,保ㆤ⪅及び学ᰯ㛵係⪅➼から幅広く意ぢを

ồめることを┠ⓗとして,「⚄戸市学ᰯ⤥㣗委員会」㸦以下「委員会」という。㸧を㛤催する。 
㸦内容㸧 

➨㸰᮲ 委員会において,ḟに掲げる事㡯について意ぢをồめるものとする。 
㸦㸯㸧学ᰯ⤥㣗の⌧≧とㄢ㢟に㛵すること 
㸦㸰㸧学ᰯ⤥㣗㈝に㛵すること 
㸦㸱㸧㣗⫱推㐍のための施⟇に㛵すること 
㸦㸲㸧その他学ᰯ⤥㣗に㛵すること 
㸦委員㸧 

➨㸱᮲ 委員会に参加する委員は,ḟに掲げる⪅のうちから㸪教⫱㛗が委嘱し,又は任命する。 

㸦㸯㸧学㆑⤒㦂を᭷する⪅ 

㸦㸰㸧学ᰯ㛵係⪅の代⾲⪅ 

㸦㸱㸧保ㆤ⪅の代⾲⪅          

㸦㸲㸧前㸱号に掲げる⪅のほか㸪教⫱㛗が≉に必せがあるとㄆめる⪅  

㸦任ᮇ㸧 

➨㸲᮲ 委員の任ᮇは, 学㆑⤒㦂⪅については任ᮇを㸱年,その他の委員については㸯年と

する。ただし,⿵Ḟの委員の任ᮇは,前任⪅のṧ任ᮇ㛫とする。 

   㸰 委員は,再任されることができる。 

㸦委員㛗の指名➼㸧 

➨㸳᮲ 教⫱㛗は,委員の中から委員㛗を指名する。 

㸰 委員㛗は,会の㐍⾜をつかさどる。 

㸱 教⫱㛗は委員㛗に事故があるとき,又は委員㛗がḞけた時は,前㡯の⫋務を代⾜する⪅

を指名する。 

㸦㛵係⪅の出席㸧 

➨㸴᮲ 教⫱㛗は,必せがあるとㄆめるときは,委員会に委員以外の⪅の出席をồめ,意ぢを

⫈取することができる。 

  㸦㒊会㸧 

➨㸵᮲ 委員会には,必せに応じて小学ᰯ・≉別支援学ᰯ⤥㣗㒊会,中学ᰯ⤥㣗㒊会㸦以下㺀㒊

会㺁という。㸧を⨨く。 

 㸰 㒊会㛗,㒊会委員は委員会委員のうちから,教⫱㛗が指名する。 

 㸱 㒊会㛗は,会の㐍⾜をつかさどる。  

㸲 教⫱㛗は㒊会㛗に事故があるとき,又は㒊会㛗がḞけた時は,前㡯の⫋務を代⾜する⪅

を指名する。 
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㸦会㆟の公㛤㸧 

➨㸶᮲ 委員会は,これを公㛤とする。ただし,ḟのいずれかにヱ当する場合で教⫱㛗が公㛤

しないとỴめたときは,この㝈りでない。 

(㸯) ⚄戸市情報公㛤᮲例㸦平成 13 年⚄戸市᮲例➨ 29 号㸧➨ 10 ᮲各号にヱ当するとㄆめ

られる情報について意ぢ交換を⾜う場合 

(㸰) 委員会を公㛤することにより公ṇかつ円⁥な委員会の㐍⾜がⴭしく損なわれるとㄆ

められる場合 

㸰 委員会の傍⫈については,⚄戸市᭷㆑⪅会㆟傍⫈せ⥘㸦平成 25 年㸱᭶ 27 日市㛗Ỵ定㸧

を㐺⏝する。 

㸦施⾜⣽┠の委任㸧 

➨㸷᮲ このせ⥘に定めるもののほか,委員会の㛤催に必せな事㡯は教⫱委員会事務局学ᰯ

支援㒊㛗がこれを定める。 

 

㝃 則㸦令和元年㸶᭶㸯日Ỵ⿢㸧 

㸦施⾜ᮇ日㸧 

㸯 このせ⥘は,令和元年㸶᭶㸯日から施⾜する。 

㸦小学ᰯ⤥㣗・㣗⫱推㐍委員会㛤催せ⥘及び⚄戸市中学ᰯ⤥㣗㐠営会㆟㛤催せ⥘の廃Ṇ㸧 

㸰 小学ᰯ⤥㣗・㣗⫱推㐍委員会㛤催せ⥘㸦平成 31年㸲᭶㸯日教⫱㛗Ỵ定㸧及び⚄戸市中学

ᰯ⤥㣗㐠営会㆟㛤催せ⥘㸦平成 31年㸱᭶㸯日教⫱㛗Ỵ定㸧は,廃Ṇする。 
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⚄戸市学ᰯ⤥㣗委員会の᳨ウ⤒㐣 

 

㸯㸬➨㸯回⚄戸市学ᰯ⤥㣗委員会㸦⥲会㸧 

・日時㸸令和元年㸶᭶ 28日㸦Ỉ曜㸧午前㸷時 00分から午前 10時 30分 

・場所㸸⚄戸市役所ᮏ庁⯋㸱号㤋㸱㝵大会㆟室 

・㆟事㸸(1㸧令和元年度⚄戸市学ᰯ⤥㣗のᴫせ 

    㸦2㸧㣗⫱の推㐍及び学ᰯ⤥㣗の取り⤌み 

㸦3㸧小学ᰯ・≉別支援学ᰯ⤥㣗の⌧≧とㄢ㢟 

    㸦4㸧中学ᰯ⤥㣗の⌧≧とㄢ㢟 

    㸦5㸧᳨ウに㛵する㡯┠㸦᱌㸧の☜ㄆ 

㸦6㸧今後のスケジュール 

 

㸰㸬➨㸰回⚄戸市学ᰯ⤥㣗委員会 

①小学ᰯ・≉別ᨭ᥼学ᰯ⤥㣗㒊会 

・日時㸸令和元年㸷᭶ 27日㸦㔠曜㸧午後㸯時 00分から午後㸰時 30分 

・場所㸸⚄戸市⥲合教⫱センター㸵㝵 703号室 

・㆟事㸸㸦1㸧小学ᰯ・≉別支援学ᰯにおける⤥㣗を㏻じての㣗⫱の推㐍 

   㸦2㸧令和元年度における学ᰯ⤥㣗情報Ⓨ信事ᴗについて 

㸦3㸧学ᰯ⤥㣗の内容の充実 

   㸦4㸧文⛉┬・学ᰯ⤥㣗摂取基‽について 

㸦5㸧ᾘ㈝⛯⋡の改定➼の影㡪について 

㸦6㸧≉別支援学ᰯの⤥㣗について 
 

②中学ᰯ⤥㣗㒊会 

・日時㸸令和元年㸷᭶ 27日㸦㔠曜㸧午前 10時 00分から午前 11時 30分 

・場所㸸⚄戸市⥲合教⫱センター㸵㝵 703号室 

・㆟事㸸㸦1㸧中学ᰯ⤥㣗に㛵するアンケート⤖ᯝの報告について 

㸦2㸧中学ᰯ⤥㣗に㛵するアンケート⤖ᯝの分ᯒ・⪃察について 

 

㸱㸬➨㸱回⚄戸市学ᰯ⤥㣗委員会㸦中学ᰯ⤥㣗㒊会㸧 

・日時㸸令和元年 10᭶ 18日㸦㔠曜㸧午後㸰時 00分から午後㸱時 30分 

・場所㸸⚄戸市⥲合教⫱センター㸴㝵 601号室 

・㆟事㸸㸦1㸧中学ᰯ⤥㣗に㛵するアンケート⤖ᯝ㸦今後の㨩力化に㛵するタ問㸧について 

㸦2㸧中学ᰯ⤥㣗の㨩力化に向けた᳨ウ㡯┠㸦᱌㸧について 

 

㸲㸬➨㸲回⚄戸市学ᰯ⤥㣗委員会㸦中学ᰯ⤥㣗㒊会㸧 

・日時㸸令和元年 11᭶㸯日㸦㔠曜㸧午前 10時 00分から午前 11時 30分 

・場所㸸⚄戸市⥲合教⫱センター㸴㝵 601号室 

・㆟事㸸㸦1㸧中学ᰯ⤥㣗の㨩力化に向けた⤥㣗内容の充実㸦᱌㸧と必せ⤒㈝について 

      㸦必せ⤒㈝のシミュレーション㸧 

㸦2㸧中学ᰯ⤥㣗における∵乳の提供について 

 

㸳㸬➨㸳回⚄戸市学ᰯ⤥㣗委員会㸦⥲会㸧 

・日時㸸令和元年 11᭶ 18日㸦᭶曜㸧午後㸲時 30分から午後㸴時 00分 

・場所㸸⚄戸市教⫱委員会事務局教⫱委員会室 

・㆟事㸸㸦1㸧⚄戸市学ᰯ⤥㣗委員会の⤒㐣について 

㸦2㸧令和元年度⚄戸市学ᰯ⤥㣗委員会㸦意ぢのまとめ㸧㸦᱌㸧について 


